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「国土交通省バリアフリー化推進功労者 大臣表彰」
協会会員 2 社が受賞

国土交通省では、平成 18 年の「バリアフリー新法」（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関
する法律）の施行を受け、総合的かつ一体的なバリアフリー化を進め、国民のバリアフリーに関する意
識啓発に努めるため、「国土交通省 バリアフリー化推進功労者 大臣表彰」制度を創設しています。
この制度は、バリアフリー化の推進に多大な貢献が認められた個人または団体を表彰し、優れた取り組
みを広く普及させ推奨することを目的としたものです。
第４回を迎えた平成 22 年度大臣表彰では、協会会員 2 社が受賞しました。

MINTETSU
NEWS

第 4 回 国土交通省 バリアフリー化推進功労者 大臣表彰式
（平成 23 年 1 月 18 日）

ホーム階と到着・出発階を結ぶ大型エレベーター（写真奥） 桃山台駅遠景。エレベーターを利用してホームに下りる

■北大阪急行・桃山台駅■京急・羽田空港国際線ターミナル駅

施設全体にフラットな動線が確保されている 国道を立体横断する通路に駅出入口がある

東京国際空港ターミナル株式会社・
京浜急行電鉄株式会社・
東京モノレール株式会社

北大阪急行電鉄株式会社・
吹田市・
豊中市

羽田空港の国際線ターミナルにおいて、鉄道駅ホーム
階と到着・出発階を直接結ぶ大型エレベーターの整備
やモノレールのホームから出発ロビーまでフラットな
動線を確保するなど、三社が協議して施設全体におけ
る高度なバリアフリー化を実現した。

傾斜地の谷部・市境に位置する既存鉄道駅において、
エレベーターや国道を立体横断する通路を整備するな
ど、周辺住宅地へのフラットなルートを確保した新た
な駅舎を設置。事業者と地方公共団体が一体となった
バリアフリー化を実現した。
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◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立され、72社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、もって国民経
済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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京
成
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昭
和
53
年
の
成
田
空
港
乗
り
入
れ
以
来
、

空
港
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
京
成
電
鉄
株
式
会
社
。

平
成
22
年
７
月
17
日
に
は
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
開
業
、

日
本
の
表
玄
関
・
成
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
。

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
在
来
線
最
速
の
最
高
時
速
１
６
０
㎞
で
、

都
心
と
成
田
空
港
を
36
分
で
結
ぶ
。

成
田
空
港
の
ア
ク
セ
ス
を
世
界
ク
ラ
ス
へ
―
―
世
界
標
準
を
実
現
し
た
、

京
成
電
鉄
株
式
会
社 

花
田
力
取
締
役
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

都
心
と
成
田
空
港
を

36
分
で
結
ぶ
。

成
田
空
港
の
ア
ク
セ
ス
を

世
界
ク
ラ
ス
へ
。

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之
／
写
真
提
供
◉
京
成
電
鉄
株
式
会
社

TOP INTERVIEW

変わる成田空港アクセス
［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］

特集
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変わる成田空港アクセス
［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］

特集

初代スカイライナーと同じく「ＡＥ形」を継承した新型スカイライナー

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
開
業

―
―
ま
ず
京
成
電
鉄
の
歴
史
か
ら
お
話
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
か
。

花
田　

当
社
は
明
治
42
年
に
成
田
山
の
お
不

動
さ
ま
参
り
の
電
車
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、

大
正
元
年
に
在
籍
車
両
５
両
で
、
押
上

－

江

戸
川
間
、
高
砂

－

柴
又
間
、
計
11
・
５
㎞
の

路
線
を
開
通
さ
せ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
後
、
大
正
10
年
に
千
葉
へ
、
昭
和

５
年
に
は
成
田
へ
、
そ
し
て
昭
和
８
年
に
は

上
野
へ
と
路
線
を
延
伸
し
、
名
実
共
に
「
京

成
線
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
34
年
に
は
日
本
で
初
の
相
互

直
通
運
転
を
行
う
た
め
、
軌
道
幅
の
変
更
工

事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
史
に
残
る
難

工
事
で
し
た
が
、
２
カ
月
弱
と
い
う
短
期
間

で
完
了
さ
せ
、
翌
35
年
、
東
京
都
交
通
局
と

日
本
で
最
初
と
な
る
地
下
鉄
と
の
相
互
乗
り

入
れ
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
続
き
、
昭

和
43
年
に
京
浜
急
行
電
鉄
と
も
相
互
乗
り
入

れ
を
開
始
し
、
平
成
３
年
に
は
北
総
鉄
道
、

翌
４
年
に
は
千
葉
急
行
電
鉄
（
現
・
千
原

線
）、
そ
し
て
18
年
に
は
新
京
成
電
鉄
と
直

通
運
転
を
開
始
す
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

―
―
東
京
と
成
田
を
結
ぶ
京
成
電
鉄
は
、
成

田
空
港
輸
送
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

花
田　

成
田
空
港
輸
送
に
つ
い
て
は
、
昭
和

45
年
に
着
工
し
、
47
年
に
工
事
を
完
了
し
ま

し
た
が
、
空
港
開
港
の
遅
れ
に
よ
り
６
年
後

の
53
年
、
空
港
開
港
と
同
時
に
成
田
空
港
駅

（
現
・
東
成
田
駅
）
の
営
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
成
田
空
港
駅
は
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ま
で
約
１
㎞
の
距
離
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
駅
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
、
バ
ス
で
移

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
３
年
に
念
願
か
な
っ
て
現
在
の
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
現
・
第
１
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
）
直
下
へ
乗
り
入
れ
、
翌
４
年
に
空
港
第

２
ビ
ル
駅
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年

７
月
17
日
に
成
田
空
港
へ
の
新
路
線
、
成
田

ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
を
開
業
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

―
―
そ
の
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
で
す
が
、

新
線
構
想
や
ル
ー
ト
決
定
に
至
る
経
緯
な
ど

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

花
田　

成
田
空
港
へ
の
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
は
、
昭
和
46
年
に
「
成
田
新
幹
線

基
本
計
画
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
49
年
に
は
実

際
に
工
事
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
沿

線
住
民
の
反
対
運
動
な
ど
に
よ
り
、
建
設
中

の
高
架
橋
や
ト
ン
ネ
ル
が
残
さ
れ
た
ま
ま
、

工
事
は
凍
結
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
空
港
利
用
者
の
増
加
と
と
も
に

「
成
田
空
港
が
日
本
の
表
玄
関
に
も
か
か
わ

ら
ず
ア
ク
セ
ス
が
不
便
」
と
い
う
声
が
高
ま

り
、
改
め
て
新
高
速
鉄
道
の
構
想
が
持
ち
上

が
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
57
年
に
新
東

京
国
際
空
港
ア
ク
セ
ス
関
連
高
速
鉄
道
調
査

委
員
会
が
発
足
し
、
実
現
性
が
高
い
３
つ
の

ル
ー
ト
案
が
提
唱
さ
れ
、
運
輸
省
（
現
・
国

土
交
通
省
）
は
「
良
質
な
空
港
ア
ク
セ
ス
と

千
葉
県
北
西
部
の
地
域
開
発
効
果
を
持
つ
現

在
の
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
ル
ー
ト
を
推

進
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
12
年

に
は
、
国
、
地
方
自
治
体
、
鉄
道
事
業
者
な

ど
か
ら
な
る
成
田
新
高
速
鉄
道
事
業
化
推
進

検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
整
備
事
業
の
具

体
化
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、

建
設
主
体
と
運
行
主
体
を
分
け
る
上
下
分
離

方
式
が
望
ま
し
い
と
提
案
し
、
本
路
線
の
建

設
主
体
と
し
て
新
東
京
国
際
空
港
公
団

（
現
・
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
）
と
千
葉

県
、
成
田
市
や
当
社
を
含
む
官
民
共
同
出
資

の
第
三
セ
ク
タ
ー
「
成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ

ス
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
運
行
主
体
に
つ
い
て
は
当
社
が
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
ル
ー
ト
は
。

花
田　

北
総
線
と
し
て
営
業
を
行
っ
て

い
た
京
成
高
砂

－

印
旛
日
本
医
大
間
の

32
・
３
㎞
と
新
た
に
建
設
し
た
印
旛
日

本
医
大

－

成
田
空
港
間
の
19
・
１
㎞
の

全
長
51
・
４
㎞
が
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ

ス
の
ル
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
北
総
鉄

道
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
、
成
田

高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
、
成
田
空
港
高
速

鉄
道
の
各
社
が
第
３
種
鉄
道
事
業
者
と

し
て
保
有
す
る
施
設
を
当
社
が
第
２
種

鉄
道
事
業
と
し
て
全
区
間
運
行
し
ま

す
。
施
設
を
保
有
す
る
会
社
が
こ
れ
だ

け
多
い
の
は
、
全
国
的
に
見
て
も
極
め

て
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。

時
速
１
６
０
㎞
運
転
の
実
現

―
―
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
開
業
に

よ
っ
て
、
成
田
空
港
ま
で
の
所
要
時
分
は
、

従
来
の
51
分
か
ら
最
速
36
分
と
大
幅
に
短
縮

さ
れ
ま
し
た
。

花
田　
「
都
心
か
ら
30
分
台
」
と
い
う
の
が

非
常
に
大
き
な
命
題
で
し
た
。
日
暮
里
は
、

山
手
線
で
池
袋
か
ら
12
分
、
新
宿
か
ら
20

分
、
京
浜
東
北
線
の
浦
和
か
ら
28
分
で
、
30

分
台
を
実
現
す
る
と
成
田
空
港
ま
で
ほ
ぼ
1

時
間
で
到
着
で
き
ま
す
。
長
年
、
ア
ク
セ
ス

の
不
便
さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
成
田
空
港
で

す
が
、
私
ど
も
は
何
と
か
「
都
心
か
ら
遠

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
日
暮
里

－

成
田
空
港
間
を
最
速

36
分
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
都
心
か
ら
の
所

要
時
分
に
お
い
て
も
、
欧
米
諸
国
に
引
け
を
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開業初日、日暮里駅では新型スカイライナーの出発式が開催された

改修工事で新設した日暮里駅 3 階の下りホーム

と
ら
な
い
国
際
空
港
ア
ク
セ
ス
を
実
現
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
在
来
線
最
速
の
時
速
１
６
０
㎞
走
行

が
、
最
速
36
分
を
実
現
し
た
の
で
す
ね
。

花
田　

30
分
台
、
特
に
36
分
以
内
で
走
ら
せ

る
た
め
に
は
最
高
時
速
１
６
０
㎞
の
高
速
走

行
が
必
要
で
し
た
。
新
幹
線
以
外
の
い
わ
ゆ

る
在
来
線
で
は
、
北
越
急
行
が
最
高
時
速

１
６
０
㎞
運
行
の
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

当
社
で
も
車
両
と
線
路
の
最
新
技
術
を
結
集

す
れ
ば
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
全
社
を

挙
げ
、
実
現
に
向
け
検
討
を
開
始
し
た
の
で

す
。
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
、
歴
代
の
ス

カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
担
っ
て
き
た
空
港
ア
ク
セ

ス
特
急
と
し
て
の
地
位
・
役
割
を
継
承
す
る

と
と
も
に
、
最
高
時
速
１
６
０
㎞
で
走
行
す

る
こ
と
で
、
日
暮
里

－

成
田
空
港
を
36
分
で

結
ぶ
と
い
う
使
命
の
も
と
に
開
発
し
、
誕
生

し
た
車
両
で
す
。
ま
た
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー

の
み
に
現
示
さ
せ
る
高
速
進
行
信
号
現
示

（
Ｇ
Ｇ
現
示
）
や
在
来
線
最
大
の
38
番
分
岐

器
を
採
用
す
る
な
ど
、
当
社
と
し
て
も
初
め

て
の
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。

―
―
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
山
本
寛
斎
さ

ん
の
デ
ザ
イ
ン
で
も
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

花
田　

空
港
を
ご
利
用
に
な
る
お
客
さ
ま
が

快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
の
実
現
と
ス
ピ
ー
ド

感
の
表
現
を
目
指
し
、
世
界
的
に
著
名
な
デ

ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ

る
山
本
寛
斎
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
鉄
道

車
両
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
の
は

初
め
て
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

「
風
」
と
「
凛
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
斬
新
な
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
車

両
型
式
名
は
、
新
し
い
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
の
誕
生
と
と
も
に
空
港
輸
送

の
原
点
に
回
帰
す
る
意
味
を
込
め
、

初
代
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
と
同
じ
く

A
irport Express

を
意
味
す
る

「
Ａ
Ｅ
形
」
を
継
承
し
ま
し
た
。
21

世
紀
の
成
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
担
う

に
ふ
さ
わ
し
い
車
両
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
開
業
に
合
わ
せ
、
乗
務

員
・
駅
係
員
の
制
服
も
、
山
本
寛
斎

氏
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
だ
い
て
一

新
し
ま
し
た
。
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ

ン
と
、
社
員
に
も
好
評
で
す
。

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
、「
ス
ピ
ー
ド

感
あ
る
シ
ャ
ー
プ
な
外
観
と
高
品
質
で
快
適

な
車
内
空
間
」
が
高
く
評
価
さ
れ
、
当
社
の

車
両
で
は
初
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
に
海
外
旅
行
の
始
ま

り
、
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
と
開
発
に
取
り
組
ん

だ
新
型
車
両
が
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
で

き
た
こ
と
を
、
た
い
へ
ん
光
栄
に
思
っ
て
い

ま
す
。

―
―
都
心
側
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
日
暮

里
駅
も
大
改
修
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

花
田　

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
開
業
に
合

わ
せ
、
都
心
側
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
日

暮
里
駅
の
大
幅
な
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
工
事
は
、
国
土
交
通
省
が
進
め
る

「
鉄
道
駅
総
合
改
善
事
業
」
と
し
て
、
周
辺

事
業
の
一
体
的
な
整
備
と
合
わ
せ
て
実
施
し

た
も
の
で
す
。
従
来
の
日
暮
里
駅
は
古
く
狭

隘
で
し
た
。
そ
こ
で
新
し
い
日
暮
里
駅
は
、

下
り
線
ホ
ー
ム
を
3
階
、
上
り
ホ
ー
ム
を
１

階
に
分
離
し
、
ホ
ー
ム
を
拡
張
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
下
り
線
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
な
ど
の
有
料
特
急
用
ホ
ー
ム
と
一

般
列
車
用
ホ
ー
ム
に
分
離
す
る
こ
と
で
、
ス

カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
を
ご
利
用
の
お
客
さ
ま
と
通

勤
・
通
学
の
お
客
さ
ま
の
錯
綜
を
解
消
し
ま

し
た
。
コ
ン
コ
ー
ス
も
大
幅
に
拡
張
し
て
Ｊ

Ｒ
線
と
の
連
絡
改
札
口
を
１
カ
所
に
集
約
す

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
側
の
連
絡
通
路
拡
幅
の

工
事
効
果
も
加
わ
り
、
お
客
さ
ま
の
乗
り
換

え
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
便
利
な
駅
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

―
―
北
総
線
区
間
の
改
修
や
新
線
区
間
の
新

設
、
成
田
空
港
の
２
駅
の
改
修
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
た
か
。

花
田　

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
運
転
最
高
速

度
は
、
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
区
間
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
ま
ず
始
発
駅
と
な
る
京
成
上

野－

京
成
高
砂
間
が
従
来
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー

同
様
時
速
95
㎞
、
北
総
線
区
間
の
京
成
高
砂

－

印
旛
日
本
医
大
間
は
時
速
１
３
０
㎞
、
新
線

建
設
区
間
の
印
旛
日
本
医
大

－空
港
第
２
ビ
ル

間
は
時
速
１
６
０
㎞
、
四
つ
目
の
成
田
空
港
第

２
ビ
ル

－成
田
空
港
間
が
時
速
55
㎞
で
す
。

北
総
鉄
道
が
運
行
す
る
区
間
は
、
一
般
列

車
用
の
み
の
施
設
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
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新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
高
速
運
転
や
列
車

運
行
本
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
追
い

抜
き
施
設
の
新
設
や
軌
道
改
良
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

成
田
空
港
の
駅
に
つ
い
て
は
、
列
車
運
行

本
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
今
ま
で
単

線
だ
っ
た
空
港
第
２
ビ
ル
駅
に
上
り
線
を
増

設
し
、
ホ
ー
ム
を
拡
幅
し
て
１
面
２
線
に
す

る
と
と
も
に
、
１
面
２
線
だ
っ
た
成
田
空
港

駅
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
と
１
線
を
増
設
し
、

２
面
３
線
に
改
修
し
ま
し
た
。

―
―
京
成
本
線
と
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
で

は
、
2
つ
の
ル
ー
ト
の
違
い
を
お
客
さ
ま
に

分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
2
色
に
分
け

て
表
示
し
て
い
ま
す
ね
。

花
田　

京
成
本
線
と
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス

は
出
発
駅
と
到
着
駅
が
同
一
で
、
途
中
の
線

路
が
異
な
る
珍
し
い
ケ
ー
ス
の
た
め
、
お
客

さ
ま
に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
成
田
ス
カ
イ
ア

ク
セ
ス
は
オ
レ
ン
ジ
、
京
成
本
線
は
青
で
表

示
し
て
区
分
し
て
い
ま
す
。
路
線
図
や
改
札

口
な
ど
で
の
表
示
に
つ
い
て
、
色
分
け
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
に
ご
理
解
い
た

だ
き
や
す
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
外
国
か

ら
い
ら
し
た
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
も
こ
の
色

分
け
は
好
評
の
よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
４
カ
国
語
表
示
や
駅
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

を
し
て
日
本
語
の
駅
名
が
分
か
ら
な
く
て
も

番
号
で
識
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
よ

り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

空
港
ア
ク
セ
ス
の
担
い
手
と
し
て

―
―
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
と
京
成
本
線
、

2
つ
の
ル
ー
ト
で
成
田
空
港
輸
送
を
担
う
、

京
成
電
鉄
の
新
た
な
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。

花
田　

成
田
空
港
の
開
港
と
同
時
に
開
業
し

て
以
来
、
当
社
は
空
港
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
一

貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
19
年

７
月
に
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
を
利
用
さ
れ
た

お
客
さ
ま
が
１
億
人
と
な
り
、
現
在
で
は
約

１
億
１
０
０
０
万
人
に
達
し
て
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
開
業
に
伴
う
ダ
イ

ヤ
改
正
に
つ
い
て
は
、
速
達
性
、
運
行
本
数

の
拡
大
を
目
指
し
ま
し
た
。
新
型
ス
カ
イ
ラ

イ
ナ
ー
は
す
べ
て
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
経

由
で
運
行
本
数
は
上
下
で
1
日
54
本
、
従
来

と
比
較
し
て
約
30
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
沿
線
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
同

線
経
由
の
特
急
料
金
不
要
の
一
般
特
急
を
新

設
、
1
日
上
下
計
51
本
を
運
行
し
て
い
ま

す
。
こ
の
一
般
特
急
は
、
北
総
鉄
道
の
ダ
イ

ヤ
に
加
え
て
運
行
し
、
途
中
主
要
駅
に
も
停

車
す
る
の
で
、
北
総
沿
線
の
お
客
さ
ま
に
も

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

さ
ら
に
、
京
成
本
線
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
に
代
わ
る
京
成
本
線
の

有
料
特
急
と
し
て
新
種
別
の
シ
テ
ィ
ラ
イ

ナ
ー
を
新
設
し
た
ほ
か
、
一
般
特
急
は
開
業

前
と
同
数
の
1
日
上
下
計
80
本
を
確
保
し
ま

し
た
。

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
と
京
成
本
線
を
合

わ
せ
る
と
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
の
成
田
空
港
到

着
列
車
は
1
時
間
あ
た
り
9
本
と
、
空
港
ア

ク
セ
ス
の
フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
を
飛
躍
的
に

向
上
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

―
―
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
、

﹁
日
本
鉄
道
賞
﹂
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

花
田　
「
鉄
道
の
日
」
実
行
委
員
会
の
主
催

す
る
「
第
9
回
日
本
鉄
道
賞
」
を
、
成
田
高

速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

整
備
支
援
機
構
と
連
名
で
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
都
心
と
成
田
空
港
を
36
分

と
身
近
に
し
た
こ
と
、
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
に
よ
る
高
速
運
転
の
実
施
、
そ
れ
に
加

え
て
着
工
か
ら
短
期
間
で
の
開
業
や
環
境
保

全
の
取
り
組
み
等
を
ご
評
価
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
を
さ
ら
な
る
励
み
と
し

て
、
一
層
安
全
で
快
適
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

花
田　

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス

の
開
業
で
都
心
か
ら
成
田
空
港

ま
で
の
所
要
時
分
を
大
幅
に
短

縮
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

成
田
空
港
の
競
争
力
が
向
上

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
千

葉
県
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。昨

年
10
月
に
、
羽
田
空
港
の

国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
開
業
し

ま
し
た
が
、
成
田
空
港
に
お
い

て
は
年
間
発
着
枠
を
現
行
の

22
万
回
か
ら
段
階
的
に
増
や

し
、
平
成
23
年
度
中
に
25
万
回
、
24
年
度
中

に
27
万
回
、
さ
ら
に
最
速
で
26
年
度
中
に

30
万
回
と
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
当
社
と

し
て
も
発
着
枠
拡
大
の
早
期
実
現
と
そ
の
活

用
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
は
開
業
し
て
ま
だ

半
年
ほ
ど
で
す
が
、
多
く
の
お
客
さ
ま
か
ら

「
成
田
空
港
が
近
く
な
っ
た
」「
新
型
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
の
乗
り
心
地
が
よ
か
っ
た
」
と
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
認
知
度

を
上
げ
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
空
港
ア
ク
セ
ス
を
担
う
鉄
道
会

社
と
し
て
成
田
空
港
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
沿
線
の
皆
さ
ま
の
便
利
で
豊
か
な

暮
ら
し
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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外
国
人
観
光
客
を
〝
お
も
て
な
し
〞
す
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
中
心
に
、
近
年
は

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
平
成
５
年
の
モ
ス
ク
ワ

に
始
ま
り
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど
国
内
外

で
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
独
自
の
視
点
と
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
活
動
で
「
日
本
の
美
学
と
情

熱
」
を
世
界
に
発
信
す
る
山
本
寛
斎
氏
。
伝
統

分
野
に
お
け
る
関
わ
り
も
深
く
、
昨
年
に
は
、

金
龍
山
浅
草
寺
の
本
堂
大
営
繕
に
お
い
て
、
工

事
期
間
中
の
覆
い
幕
に
迫
力
あ
る
金
龍
を
一
面

に
出
現
さ
せ
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

観
光
に
つ
い
て
も
、
平
成
15
年
に
政
府
諮
問

機
関
の
観
光
立
国
懇
談
会
（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ　

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
の
委
員
に
就
任
。
日
本
に
外
国
人

観
光
客
を
迎
え
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
私
が
目
指
し
て
き
た
の
は
、
外
国
の
人
た

ち
に
日
本
の
美
学
や
情
熱
を
見
て
も
ら
お
う
、

知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
。
観
光
立
国
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
も
、
考
え
方
は
同
じ

で
す
。
観
光
と
い
う
と
、
ど
こ
か
特
別
な
場
所

に
行
っ
て
何
か
を
見
学
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
本
来
は
そ
の
地
の
『
光
』
を

『
観
る
』
と
い
う
こ
と
。
観
光
立
国
と
し
て
外
国

人
観
光
客
を
お
迎
え
す
る
に
は
、
日
本
の
美
し

さ
、
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
今
回

デ
ザ
イ
ン
し
た
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
に
も
通
じ
て

い
ま
す
」

外
国
か
ら
の
観
光
客
が
日
本
に
到
着
し
、
最

初
に
乗
車
す
る
の
が
、
成
田
空
港
か
ら
都
心
へ

向
か
う
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
だ
。

「
こ
れ
は
私
た
ち
日
本
人
も
同
様
で
、
訪
れ
た

国
で
最
初
に
出
会
う
人
や
乗
り
物
で
、
そ
の
国

の
第
一
印
象
が
決
ま
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
、
日
本
の
第
一
印
象
を
決

め
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
諸
外
国
の

方
々
に
対
す
る
日
本
人
な
ら
で
は
の
気
配
り
や

お
も
て
な
し
を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
」車

や
バ
イ
ク
な
ど
の
工
業
製
品
の
実
績
も

持
っ
て
い
る
が
、
鉄
道
車
両
デ
ザ
イ
ン
は
寛
斎

氏
に
と
っ
て
未
経
験
の
分
野
。
新
型
ス
カ
イ
ラ

イ
ナ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
っ
て
、
寛
斎

氏
は
初
期
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
。

「
デ
ザ
イ
ン
は
、
そ
こ
に
託
す
美
学
や
哲
学
、

世
界
観
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

絵
を
描
け
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
一
つ
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
そ
の
世

界
観
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
細
部
が
構

築
さ
れ
て
い
く
。
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
が
非
常
に

重
要
な
の
で
す
」

寛
斎
氏
は
京
成
電
鉄
と
と
も
に
コ
ン
セ
プ
ト

ワ
ー
ク
を
徹
底
し
て
行
っ
た
。
そ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
決
定
し
た
の
が
、「
風
」
と
「
凛
」、

二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。

利
用
客
が
い
て
完
成
す
る

〝
引
き
算
〞
の
デ
ザ
イ
ン

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
風
」。
日
暮
里
駅
か
ら
空
港
第

２
ビ
ル
駅
ま
で
36
分
と
い
う
、
最
速
の
運
び
手

の
ス
ピ
ー
ド
感
を
表
現
し
て
い
る
。
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
は
、
藍
色
を
メ
タ
リ
ッ
ク
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

「
ウ
ィ
ン
ド
ブ
ル
ー
」
と
「
ス
ト
リ
ー
ム
ホ
ワ
イ

ト
」
の
２
色
使
い
。
車
体
先
端
か
ら
の
シ
ャ
ー

プ
な
エ
ッ
ジ
と
窓
下
の
２
本
の
ブ
ル
ー
の
線
が

在
来
線
国
内
最
速
の
最
高
時
速
１
６
０
㎞
で
走
行
。

都
心
と
成
田
空
港
を
最
速
36
分
で
結
ぶ
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
。

そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
京
成
電
鉄
は
「
世
界
の
寛
斎
」
に
託
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
山
本
寛
斎
氏
に
と
っ
て
も

鉄
道
車
両
デ
ザ
イ
ン
は
初
め
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
が
、

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
を
〝
成
田
空
港
へ
の
最
速
の
運
び
手
〞
で
あ
り
、

〝
外
国
人
観
光
客
が
最
初
に
接
す
る
日
本
の
乗
り
物
〞
と
し
て
追
求
、

既
存
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
先
進
的
な
車
両
デ
ザ
イ
ン
を
誕
生
さ
せ
た
。

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
、
そ
の
「
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
シ
ャ
ー
プ
な
外
観
と

高
品
質
で
快
適
な
車
内
空
間
」
が
評
価
さ
れ
、

平
成
22
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

「
風
」と「
凛
」

ス
ピ
ー
ド
感
と
日
本
的
な
美
意
識
を
体
現
し
た

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之
／
資
料
提
供
◉
京
成
電
鉄
株
式
会
社

デ
ザ
イ
ナ
ー
／
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

山
本
寛
斎
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ス
ピ
ー
ド
感
を
強
調
し
て
い
る
。

「
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
日
本
の
デ

ザ
イ
ン
美
を
伝
え
た
い
。
そ
こ
で
、
日
本
古
来

の
伝
統
色
で
あ
る
藍
染
め
の
藍
の
色
を
使
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
藍
色
は
明
る
さ
の

加
減
で
青
く
も
黒
く
も
見
え
ま
す
。
太
陽
光
の

下
や
地
下
駅
構
内
、
ど
ん
な
シ
ー
ン
で
も
藍
色

を
は
っ
き
り
見
せ
た
い
。
こ
れ
だ
と
得
心
す
る

ま
で
、
車
両
に
実
際
に
色
を
乗
せ
る
塗
装
試
験

を
7
回
繰
り
返
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
藍

色
を
引
き
立
た
せ
る
白
も
、
日
本
に
現
在
あ
る

な
か
で
最
も
白
い
塗
料
を
使
っ
て
い
ま
す
。
京

成
電
鉄
の
方
々
も
相
当
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
よ
」　　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
「
風
」
を
表
現
し
て
い
る
。
車

両
側
面
に
配
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、SK

Y
LIN

ER

の
頭
文
字
の
Ｓ
を
、
疾
風
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
毛

筆
タ
ッ
チ
で
デ
ザ
イ
ン
化
し
、
ｉ
の
文
字
に
日

の
丸
を
ア
イ
コ
ン
と
し
て
組
み
込
み
、
日
本
を

代
表
す
る
空
港
特
急
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し

て
い
る
。

「
も
う
ひ
と
つ
、
外
観
デ
ザ
イ
ン
で
個
人
的
に

気
に
入
っ
て
い
る
の
が
、
前
照
灯
が
中
央
に
４

つ
あ
る
フ
ロ
ン
ト
マ
ス
ク
。
な
か
な
か
個
性
的
な

顔
に
仕
上
が
り
ま
し
た
」

一
方
、
車
内
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
凛
」。
一
切
の
無
駄
を
そ
ぎ
落
と
し
て
本
質
の

み
を
残
す
、
き
め
細
や
か
に
き
ち
ん
と
す
る
―

―
日
本
的
な
美
意
識
を
生
か
し
、
清
涼
な
美
し

さ
と
利
用
客
へ
の
細
や
か
な
心
配
り
を
随
所
に

込
め
た
。

床
は
日
本
伝
統
の
柄
で
あ
る
市
松
模
様
を
ア

レ
ン
ジ
し
、
配
色
に
よ
っ
て
波
を
表
現
。
座
席

も
、
濃
淡
の
糸
で
織
り
上
げ
た
藍
色
の
シ
ー
ト

を
使
用
し
て
い
る
。

「
座
席
は
、
私
ど
も
と
お
付
き
合
い
の
あ
る
岡

村
製
作
所
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
バ
ネ
ッ
ク
ス
®

と
い
う
ク
ッ
シ
ョ
ン
素
材
を
使
っ
た
座
席
シ
ー
ト

で
、
底
つ
き
感
が
な
く
快
適
な
座
り
心
地
で
す
」

天
井
は
、
で
き
る
限
り
室
内
を
広
く
見
せ
る

た
め
ア
ー
チ
状
に
し
、
空
調
の
吸
気
口
を
隠
し

て
間
接
照
明
だ
け
で
す
っ
き
り
見
せ
た
。
客
席

と
デ
ッ
キ
部
を
仕
切
る
壁
や
扉
に
は
、
フ
ロ
ス

ト
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
た
大
型
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
、

明
る
く
広
い
空
間
に
仕
上
げ
て
い
る
。

「
自
分
で
乗
車
し
た
と
き
に
、
予
想
以
上
に
う

ま
く
い
っ
た
と
感
じ
た
の
は
、
車
両
の
入
口
に

設
け
た
手
す
り
で
す
ね
。
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
塗

装
に
し
て
上
下
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
あ

る
の
で
す
が
、
何
か
わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
気
分
に
し
て
く
れ
る
計
算
外
の
効
果
が

生
ま
れ
ま
し
た
」

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
さ
す
が
寛
斎
デ

ザ
イ
ン
と
も
い
う
べ
き
空
間
に
ト
イ
レ
が

あ
る
。
今
ま
で
の
鉄
道
車
両
に
は
な
い
、

白
・
黒
・
シ
ル
バ
ー
を
基
調
に
し
た
、
機

能
的
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
空
間
だ
。
洗

面
ボ
ウ
ル
は
人
工
大
理
石
を
使
用
、
男
子

ト
イ
レ
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
陶
器
メ
ー
カ
ー

の
便
器
を
採
用
し
た
。
車
椅
子
で
も
利
用

で
き
る
広
々
と
し
た
多
機
能
ト
イ
レ
に
は
、

ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
と
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
双
方
を

設
置
し
て
い
る
。

「
私
の
娘
も
子
ど
も
を
持
つ
年
代
に
な
っ

て
、
い
か
に
そ
う
し
た
も
の
が
必
要
か
を

よ
く
聞
い
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
す
べ
て
の

年
代
の
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
、
使
い
勝
手

の
い
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
風
」
と
「
凛
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
快

適
性
と
機
能
性
を
十
二
分
に
満
た
し
つ
つ

仕
上
げ
ら
れ
た
、
端
正
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

た
車
両
デ
ザ
イ
ン
。
そ
れ
が
山
本
寛
斎
氏

の
手
に
よ
る
も
の
だ
と
な
る
と
、
意
外
に

思
う
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

色
数
や
装
飾
を
減
ら
す
こ
と
を
意
識
し
ま

し
た
。
つ
く
り
手
は
、
自
分
が
手
が
け
た

と
い
う
サ
イ
ン
の
よ
う
な
も
の
を
作
品
に

残
し
が
ち
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が
利
用
者

に
と
っ
て
は
、
実
は
、
非
常
に
使
い
勝
手

が
悪
か
っ
た
り
す
る
。
鉄
道
は
お
客
さ
ま

が
乗
っ
て
完
成
す
る
も
の
で
す
。
車
内
に
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お
客
さ
ま
の
衣
服
や
ト
ラ
ン
ク
の
色
が
入
る
か

ら
、
色
は
控
え
た
方
が
い
い
。
乗
り
心
地
や
使

い
勝
手
に
こ
だ
わ
っ
た
、
お
客
さ
ま
が
主
役
の

〝
引
き
算
〞
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
ま
す
」

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
平
成
22
年
度
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

「
完
成
し
た
車
両
は
、
私
が
思
っ
た
以
上
に
素

晴
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
車
に

は
と
て
も
い
い
デ
ザ
イ
ン
の
車
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
今
回
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
そ
れ

に
匹
敵
す
る
レ
ベ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。
海
外
か

ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
れ
ば
ノ
ウ
ハ
ウ
を
輸
出
し
て
い

け
る
ほ
ど
で
す
。
こ
う
し
た
車
両
を
生
み
出
し

た
こ
と
は
、
い
い
意
味
で
他
社
に
も
刺
激
に
な

る
と
思
い
ま
す
ね
。
お
互
い
に
競
い
合
え
ば
、

日
本
の
鉄
道
全
体
の
車
両
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
」

迷
っ
た
ら
新
し
い
方
を
選
択
す
る

寛
斎
氏
に
と
っ
て
は
、
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
が
初
め
て
の
鉄
道
車
両
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
取
り
組
ん
だ
の
だ

ろ
う
か
。

「
通
常
、
モ
ノ
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
と
、
形
か

ら
入
る
よ
う
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
モ
ノ

に
は
人
と
の
関
係
性
の
な
か
で
そ
れ
が
存
在
す

る
理
由
や
背
景
、
つ
く
り
手
と
し
て
関
わ
る

人
々
や
そ
れ
を
利
用
す
る
人
々
の
意
思
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
私
は

そ
こ
か
ら
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
引
き
出
す

〝
人
間
あ
り
き
〞
の
発
想
を
し
ま
す
。
人
間
の
心

を
、
モ
ノ
の
形
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

素
晴
ら
し
い
。
今
回
は
車
両
で
し
た
が
、
そ
う

し
た
志
で
前
例
の
な
い
モ
ノ
を
つ
く
ろ
う
と
取

り
組
み
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
系
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が

ホ
テ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
従

来
の
建
築
家
と
は
全
く
違
う
発
想
で
面
白
い
も

の
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
私

は
鉄
道
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

専
門
家
と
は
視
点
が
異
な
る
が
ゆ
え
に
、
独
自

の
提
案
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」

確
か
に
、
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
や
フ
ロ
ン
ト
マ
ス
ク

の
中
央
に
配
し
た
前
照
灯
、
座
席
か
ら
ト
イ
レ

の
便
器
ま
で
、
寛
斎
氏
の
こ
だ
わ
り
は
、
鉄
道

会
社
や
車
両
メ
ー
カ
ー
に
は
な
い
発
想
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
。

「
コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ク
の
最
初
の
段
階
で
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
皆
さ
ん
に
私
の
美
学
や

哲
学
を
お
話
し
し
、
従
来
の
概
念
や
意
識
を
揺

さ
ぶ
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
自
分
が
普
段
考
え
る

振
り
幅
と
は
異
な
る
人
々
と
交
流
す
る
と
、
そ

こ
に
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
ま
す
か
ら
。
そ
う

は
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
京
成
電
鉄

サ
イ
ド
が
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
は

感
銘
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
の
実
現
に
は
難
し

い
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
葛

藤
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

は
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
も
、〝
勝
っ
た
〞

〝
負
け
た
〞
の
判
定
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
や
る

か
ら
に
は
そ
こ
そ
こ
で
は
な
く
、
圧
倒
的
な
勝

利
を
目
指
す
。
今
回
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
ス

ピ
ー
ド
、
デ
ザ
イ
ン
も
含
め
て
圧
勝
と
い
う
の

が
結
論
で
す
ね
」

そ
の
勝
利
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
は
、
何

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
そ
れ
は
や
は
り
京
成
電
鉄
、
京
成
グ
ル
ー
プ

の
方
々
、
関
係
者
の
熱
意
と
積
極
性
で
し
ょ
う

ね
。
た
だ
、
頑
張
ろ
う
で
は
な
い
。
勝
つ
べ
き

理
由
、
志
を
最
初
か
ら
持
た
れ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
京
成
電
鉄
の
方
々
は

ウ
ィ
ナ
ー
に
な
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
と
、
私
は

〝
迷
っ
た
ら
新
し
い
方
を
ぜ
ひ
採
用
し
て
ほ
し

い
〞
と
常
に
言
い
続
け
て
、
冗
談
で
〝
も
し
失

敗
だ
っ
た
ら
寛
斎
が
悪
か
っ
た
こ
と
に
し
て
く

れ
〞
と
も
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
最
終
決
定

を
さ
れ
る
京
成
電
鉄
の
ト
ッ
プ
、
花
田
力
社
長

が
実
際
に
新
し
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
採
用
さ
れ

た
。
そ
う
い
う
こ
と
も
非
常
に
大
き
か
っ
た
で

す
ね
」

そ
し
て
、
世
の
中
は
と
て
つ
も
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
寛
斎
氏
は

力
説
す
る
。

「
進
化
・
変
化
の
中
で
は
、
短
期
間
で
命
を
失

う
も
の
も
あ
れ
ば
、
残
っ
て
当
然
と
い
う
も
の

が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
環
境
の

中
で
、
安
全
パ
イ
を
選
ん
で
足
踏
み
し
て
い
る

と
、
将
来
の
可
能
性
は
生
ま
れ
な
い
し
、
滅
び

る
危
険
も
あ
る
。
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
繰

り
返
し
て
、
日
本
と
い
う
国
は

伸
び
て
き
た
の
に
、
最
近
は

ち
ょ
っ
と
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ

て
い
ま
す
ね
。
行
動
が
必
要
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今

の
世
の
中
で
画
期
的
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
敢
行
し
た
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

人
々
に
勇
気
を
与
え
た
と
思
い

ま
す
」

今
後
の
鉄
道
に
必
要
な
も
の

は
何
か
と
い
う
問
い
に
、
寛
斎
氏
は
少
し
考
え

て
答
え
た
。

「
今
の
日
本
の
鉄
道
は
１
車
両
つ
く
る
の
に

１
億
以
上
か
か
る
そ
う
で
す
ね
。
１
編
成
で
は

か
な
り
の
金
額
に
な
る
。
で
も
、
時
に
は
子
ど

も
が
喜
び
そ
う
な
電
車
が
走
っ
て
い
た
り
す
る

と
い
い
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
陸
の
上
を
鯨
が

走
っ
て
い
く
み
た
い
な
ね
。
そ
う
い
う
ウ
ィ
ッ
ト

が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
そ
う
し
た
感
覚
を
持

つ
こ
と
で
、
鉄
道
の
存
在
が
単
な
る
交
通
機
関

で
は
な
く
、
ま
た
次
の
異
な
る
世
界
へ
広
が
っ

て
い
く
。
そ
し
て
、
や
は
り
迷
っ
た
ら
新
し
い

方
を
選
択
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
い
つ
で
も
や
っ

て
く
る
の
は
新
し
い
時
代
で
す
か
ら
」
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空港アクセスを担い続けてきた京成電鉄にとって、
成田スカイアクセスは、２本目のルートとなる。
最高時速 160㎞運転による大幅なスピードアップで、　
都心から成田空港へのアクセスを一気に縮め、
空港アクセス新時代が始まった。
京成電鉄の歩みから、
成田スカイアクセス開業までの経緯と概要を紹介する。

資料提供◉京成電鉄株式会社／文◉茶木　環／撮影◉織本知之
Ⓒ PANA

空港アクセス

新時代へ。

成田空港が開港して30余年。

REPORT. I
変わる成田空港アクセス

［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］
特集
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変わる成田空港アクセス
［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］

特集

日
本
の
表
玄
関
・
成
田
の
空
港
輸
送
を
担
う

昭
和
41
年
7
月
、
新
東
京
国
際
空
港
（
現
・

成
田
国
際
空
港
、
以
下
成
田
空
港
）
建
設
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
空
港
へ
の
乗
り
入
れ
を
決
断

し
た
京
成
電
鉄
は
、
43
年
12
月
、
新
線
の
建
設

を
出
願
。
翌
年
11
月
、
京
成
成
田
と
新
空
港
と

を
結
ぶ
免
許
を
取
得
し
、
46
年
4
月
の
空
港
開

港
予
定
を
目
標
に
新
線
開
業
を
目
指
す
こ
と
に

な
っ
た
。

45
年
11
月
、「
空
港
新
線
」
と
し
て
京
成
成

田
か
ら
同
駅
を
起
点
と
す
る
５・２
㎞
地
点
ま
で

の
施
工
認
可
を
得
た
京
成
電
鉄
は
、
工
事
を
開

始
。
空
港
乗
り
入
れ
に
伴
う
施
設
改
良
と
輸
送

力
増
強
の
た
め
、
京
成
上
野
駅
の
改
良
工
事
も

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
京
成
電
鉄
の
空
港
新
線
と
は
別
に
、

政
府
は
空
港
ア
ク
セ
ス
向
上
を
目
的
に
46
年
、

東
京
都

－

成
田
市
間
の
「
成
田
新
幹
線
基
本
計

画
」
を
策
定
。
こ
の
た
め
、
京
成
電
鉄
の
第
２

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
経
由
し
て
第
1
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
乗
り
入
れ
る
計
画
は
認
め

ら
れ
ず
、
空
港
駅
は
第
1
・
第
２
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
46
年
３
月
、
空
港
整
備
地
区
の
工

事
施
工
認
可
が
下
り
、
空
港
新
線
は
京
成
成
田

－

成
田
空
港
（
初
代
：
現
・
東
成
田
）
間
７
・

1
㎞
の
ル
ー
ト
に
確
定
し
た
。

空
港
新
線
の
工
事
は
、
予
定
よ
り
遅
れ
て
47

年
11
月
に
完
了
し
た
。
ま
た
、
日
本
初
の
空
港

ア
ク
セ
ス
特
急
用
と
し
て
Ａ
Ｅ
形
車
両

（A
irport Express

の
略
称
）
を
新
造
し
、
公

募
に
よ
り
「
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
」
と
名
付
け
、

京
成
電
鉄
は
開
業
に
備
え
た
。
し
か
し
、
成
田

空
港
建
設
反
対
派
に
よ
る
運
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
か
ら
空
港
開
港
の
見
通
し
は
立
た
な

か
っ
た
。

い
つ
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
ま
ま
車
庫
に
眠
ら
せ
て
お
く
し
か
な
か
っ
た

ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
が
、
京
成
電
鉄
は
、

48
年
12
月
か
ら
、
京
成
上
野

－

京
成
成
田
間
で

暫
定
的
に
運
行
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ

の
デ
ビ
ュ
ー
で
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
49
年
、

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

ま
た
、
49
年
に
着
工
し
た
成
田
新
幹
線
は
、

成
田
市
土
屋
か
ら
成
田
空
港
駅
ま
で
の
高
架
橋

や
ト
ン
ネ
ル
、
駅
施
設
が
建
設
中
だ
っ
た
が
、

反
対
運
動
の
影
響
な
ど
で
完
成
の
目
途
が
立
た

ず
、
工
事
は
凍
結
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
当
初
の
予
定
よ
り
遅
れ
る
こ
と
６

年
、
53
年
５
月
20
日
に
成
田
空
港
は
開
港
し
た
。

翌
21
日
に
は
空
港
新
線
も
開
業
、
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
も
よ
う
や
く
空
港
特
急
と
し
て
走
行
す
る

日
を
迎
え
る
。
多
大
な
時
間
と
労
苦
を
費
や
し

た
新
線
の
開
業
と
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
運
行
に

よ
り
、
京
成
電
鉄
は
こ
の
日
か
ら
、
空
港
ア
ク

セ
ス
と
い
う
重
要
な
使
命
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。

こ
の
時
代
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
、
京
成
上

野
－

成
田
空
港
駅
間
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
最
短
60
分

で
運
転
さ
れ
た
。
し
か
し
、
成
田
空
港
駅
か
ら

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
は
約
1
㎞
の
距
離
が
あ

り
、
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
移
動
す
る
不
便
さ
や
、

見
学
や
送
迎
な
ど
空
港
内
へ
の
立
ち
入
り
に
厳

重
な
警
戒
が
あ
っ
た
た
め
、
利
用
者
が
伸
び
悩

ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
海
外

旅
行
ブ
ー
ム
な
ど
で
利
用
客
は
急
増
し
た
が
、

不
便
さ
の
課
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

や
が
て
63
年
６
月
、
運
輸
省
（
現
・
国
土
交

通
省
）
は
、
基
本
計
画
が
失
効
し
た
成
田
新
幹

線
の
路
盤
を
活
用
し
て
京
成
電
鉄
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
乗
り
入
れ
を
提
案
す
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
事
業
主
体
と
な
る
第
三
セ
ク

タ
ー
の
成
田
空
港
高
速
鉄
道
が
設
立
さ
れ
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
乗
り
入
れ
線
の
建
設
が
開
始

さ
れ
た
。

京
成
電
鉄
は
、
京
成
本
線
分
岐
点

－

成
田
空

港
（
二
代
目
）
間
の
第
２
種
鉄
道
事
業
の
免
許

を
取
得
。
平
成
３
年
３
月
に
新
線
は
開
通
、
念

願
だ
っ
た
成
田
空
港
第
1
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ

の
直
下
乗
り
入
れ
を
果
た
し
、
そ
れ
ま
で
の
成

田
空
港
駅
は
東
成
田
駅
と
改
称
、
京
成
成
田

－

東
成
田
間
は
東
成
田
線
と
し
て
分
離
し
た
。
ま

た
、
こ
の
直
後
に
は
、
北
総
開
発
鉄
道
（
現
・

北
総
鉄
道
）
の
京
成
高
砂

－

新
鎌
个
谷
間
が
開
通
し
、
京

成
本
線
、
都
営
浅
草
線
、
京

浜
急
行
線
と
の
相
互
直
通
運

転
を
開
始
し
て
い
る
。

さ
ら
に
翌
年
12
月
に
は
、

第
２
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
直
下

に
空
港
第
２
ビ
ル
駅
を
開

業
。
現
在
の
京
成
上
野

－

成

田
空
港
間
の
京
成
本
線
が
完

成
し
た
。

時
代
が
平
成
に
入
り
、
ス

カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
も
増
加
す
る

空
港
利
用
客
へ
の
対
応
と
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
直
下
乗
り
入

れ
に
向
け
て
、
２
代
目
と
な

る
８
両
編
成
の
Ａ
Ｅ
１
０
０

形
が
誕
生
し
て
い
た
。
平
成

５
年
５
月
に
は
全
７
編
成
を

Ａ
Ｅ
１
０
０
形
に
置
き
換
え

て
い
る
。

高
速
鉄
道
空
港
ア
ク
セ
ス

の
実
現
へ

成
田
新
幹
線
の
建
設
中
止

で
一
度
は
潰
え
た
空
港
へ
の

高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
だ
っ
た

が
、
開
港
時
よ
り
「
日
本
の

表
玄
関
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

都
心
か
ら
遠
い
空
港
」
と
言

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
海

外
旅
行
客
や
外
国
人
観
光
客

の
増
加
と
と
も
に
、
そ
の
必

ブルーリボン賞を受賞した初代 AE 形スカイライナー
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要
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
京

成
電
鉄
が
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
直
下
乗
り
入
れ
を

果
た
す
前
か
ら
、
そ
の
構
想
が
具
体
的
に
検
討

さ
れ
て
い
た
。

昭
和
57
年
に
発
足
し
た
新
東
京
国
際
空
港
ア

ク
セ
ス
関
連
高
速
鉄
道
調
査
委
員
会
は
、
実
現

性
の
高
い
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
３
案
の
ル
ー
ト
を
提
唱
。

59
年
、
こ
れ
を
受
け
た
運
輸
省
は
、
良
質
な
空

港
ア
ク
セ
ス
と
千
葉
県
北
西
部
の
地
域
開
発
効

果
を
持
つ
Ｂ
案
ル
ー
ト
を
推
進
す
る
こ
と
に
し

た
。
東
京
都
心
か
ら
北
総
線
を
経
て
、
そ
の
終

点
か
ら
新
線
を
整
備
し
て
成
田
空
港
ま
で
を
結

ぶ
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
だ
。

平
成
12
年
に
は
国
・
地
元
自
治
体
・

鉄
道
事
業
者
か
ら
な
る
成
田
新
高
速
鉄

道
事
業
化
推
進
検
討
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
整
備
事
業
の
検
討
が
開
始
さ
れ

た
。
同
委
員
会
は
「
上
下
分
離
方
式
が

望
ま
し
い
」
と
提
案
。
こ
れ
を
受
け
て
、

建
設
主
体
と
し
て
新
東
京
国
際
空
港
公

団
（
現
・
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
）、

千
葉
県
、
京
成
電
鉄
を
は
じ
め
と
す
る

官
民
共
同
出
資
の
第
三
セ
ク
タ
ー
、
成

田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
株
式
会
社
が
設

立
。
運
営
主
体
に
つ
い
て
は
、
種
々
検

討
さ
れ
た
結
果
、
運
行
上
の
効
率
性
な

ど
の
観
点
か
ら
、
京
成
電
鉄
が
運
行
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

18
年
２
月
、「
成
田
新
高
速
鉄
道
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同

路
線
の
未
着
工
区
間
で
あ
る
北
総
線
・

印
旛
日
本
医
大

－

成
田
市
土
屋
間
10
・

７
㎞
の
工
事
施
工
認
可
を
得
て
、
着
工

式
を
挙
行
。
い
よ
い
よ
本
格
的
な
建
設
工
事
が

始
ま
っ
た
。

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
環
境
対
策

も
講
じ
ら
れ
て
い
た
。
新
線
区
間
内
に
あ
る
印

旛
沼
は
県
立
自
然
公
園
の
特
別
地
域
で
あ
り
、

希
少
な
水
鳥
が
生
息
し
て
い
る
。
当
初
は
地
下

ト
ン
ネ
ル
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
建
設
費
の

高
騰
や
生
活
水
な
ど
の
問
題
か
ら
橋
梁
と
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
全
長
４
５
０
ｍ
の
橋
梁
は
、

鳥
の
衝
突
な
ど
を
防
ぎ
、
景
観
を
損
な
わ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
橋
脚
の
間
隔
や
高
さ
な
ど

に
配
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
鳥
類
の

生
息
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
ヨ
シ
原
も
造
成

し
て
い
る
。

工
事
は
順
調
に
進
捗
し
、
20
年
４
月
に
は
成

田
新
高
速
鉄
道
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
新
型
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の

年
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
空
港
輸
送
を
開
始
し

て
、
ち
ょ
う
ど
30
周
年
と
い
う
記
念
の
年
だ
っ

た
。
ま
た
、
翌
21
年
12
月
16
日
に
は
、
公
募
し

た
成
田
新
高
速
鉄
道
に
代
わ
る
新
し
い
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
の
愛
称
、
３
６
９
９
点
の
中
か
ら

「
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
」
が
決
定
。
22
年
1
月

に
は
、
主
要
な
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
22
年
７
月
17
日
、
成
田
ス
カ

イ
ア
ク
セ
ス
が
開
業
し
、
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
が
運
行
し
た
。
一
番
列
車
は
１
カ
月
前
の

前
売
り
だ
っ
た
が
、
即
満
席
と
な
る
ほ
ど
の
人

気
だ
っ
た
と
い
う
。
長
い
間
、
待
ち
望
ま
れ
て

い
た
成
田
空
港
へ
の
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
が
こ

の
日
、
よ
う
や
く
誕
生
し
た
の
だ
。

都
心
か
ら
30
分
台
を
実
現
し
た
ス
ピ
ー
ド

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
路
線
距
離
は
、
京

成
高
砂

－

成
田
空
港
の
51
・
４
㎞
。
京
成
津
田

沼
を
経
由
す
る
従
来
の
同
じ
区
間
を
、
よ
り
直

線
的
な
経
路
で
短
絡
し
て
い
る
。　
　

全
区
間
を
京
成
電
鉄
が
第
２
種
鉄
道
事
業
者

と
し
て
列
車
の
運
行
を
行
っ
て
い
る
が
、
施
設

は
４
社
が
保
有
し
て
い
る
。
京
成
高
砂

－

小
室

間
（
19
・
８
㎞
）
は
北
総
鉄
道
、
小
室

－

印
旛

日
本
医
大
間
（
12
・
５
㎞
）
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
鉄
道
、
印
旛
日
本
医
大

－

成
田
空
港
間
は

成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
（
10
・
７
㎞
）
と
成

田
空
港
高
速
鉄
道
（
８・
４
㎞
）
が
保
有
者
だ
。

北
総
鉄
道
と
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
の
区
間

は
北
総
鉄
道
の
列
車
運
行
と
重
複
す
る
が
、
こ

れ
だ
け
長
い
区
間
を
２
社
の
鉄
道
事
業
者
が
営

業
す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
。

こ
の
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
を
運
行
す
る
主

列
車
が
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
だ
。
新
型
ス
カ

イ
ラ
イ
ナ
ー
は
、
始
発
駅
の
京
成
上
野
を
出
発

し
て
京
成
本
線
を
通
り
、
日
暮
里
に
停
車
し
た

後
、
京
成
高
砂
で
本
線
か
ら
分
岐
し
て
成
田
ス

カ
イ
ア
ク
セ
ス
に
入
り
、
空
港
第
２
ビ
ル
手
前

で
再
び
本
線
と
合
流
す
る
。

所
要
時
間
は
日
暮
里

－

空
港
第
２
ビ
ル
間
を

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
最
速
36
分
。
従
来
の
京
成
本

線
経
由
と
比
較
す
る
と
、
15
分
短
縮
し
た
。
京

成
電
鉄
が
整
備
水
準
と
し
て
目
標
に
掲
げ
た

「
東
京
都
心
か
ら
30
分
台
」
を
実
現
し
た
の
だ
。

世
界
の
主
要
都
市
か
ら
空
港
ま
で
の
鉄
道
ア

ク
セ
ス
所
要
時
間
を
見
て
み
る
と
、
ロ
ン
ド
ン

の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
は
16
分
と
か
な
り
近
い
が
、

パ
リ
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
空
港
29
分
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
35

分
、
ロ
ー
マ
の
フ
ィ
ウ
ミ
チ
ー
ノ
空
港
35
分
な

ど
、
30
分
前
後
が
標
準
と
な
っ
て
い
る
。
新
型

ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
36
分
は
世
界
標
準
に
達
し

た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
「
遠
い
成

田
空
港
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
完
全
に
払
拭
で
き
た
。

都
心
か
ら
30
分
台
を
か
な
え
た
の
は
、
時
速

１
６
０
㎞
の
高
速
走
行
で
あ
る
。
新
型
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
は
、
京
成
上
野
を
出
発
す
る
と
段
階

的
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
。
京
成
上
野

－

京
成
高
砂
間
は
カ
ー
ブ
や
勾
配
が
多
い
た
め
最

高
速
度
時
速
95
㎞
で
走
行
し
、
成
田
ス
カ
イ
ア

ク
セ
ス
に
入
る
と
加
速
。
京
成
高
砂

－

印
旛
日

本
医
大
間
は
時
速
１
３
０
㎞
、
そ
の
後
は
空
港

第
２
ビ
ル
手
前
ま
で
の
田
園
地
帯
を
時
速

京成電鉄路線図

京成上野

京
成
高
砂

京
成
津
田
沼

千葉中央

ちらは台

京成金町
東松戸

新鎌ケ谷
印旛日本医大

成田湯川

京
成
成
田

成
田
空
港

空
港
第
２
ビ
ル

千葉
ニュータウン中央
千葉
ニュータウン中央

押上

青砥

日暮里

東成田

本線

成田スカイアクセス金町線

東成田線

押上線

千葉線

千原線

東京都

千葉県

北印旛沼

東京湾
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変わる成田空港アクセス
［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］

特集

１
６
０
㎞
で
疾
走
す
る
。
現
在
の
在
来
線
で
は

時
速
１
６
０
㎞
が
最
速
で
、
北
越
急
行
ほ
く
ほ

く
線
を
走
行
す
る
特
急
「
は
く
た
か
」
に
続
く

２
例
目
の
最
速
走
行
だ
。

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
、
現
在
、
８
両
編

成
８
本
が
稼
動
し
て
い
る
。
１
日
の
運
行
本
数

は
上
り
28
本
、
下
り
26
本
。
下
り
は
始
発
か
ら

10
時
が
毎
時
３
本
、
そ
の
後
は
毎
時
２
本
。
上

り
は
８
～
９
時
は
約
50
分
間
隔
で
、
そ
の
後
は

毎
時
２
本
の
運
行
間
隔
と
な
っ
て
い
る
。
従
来

の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
と
比
較
し
て
運
行
本
数
を

約
30
％
増
加
し
、
フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
図
っ
て
い
る
。

　同
一
発
着
地
で
２
ル
ー
ト

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
で
は
一
般
列
車
も
運

転
し
て
い
る
。
朝
か
ら
日
中
時
間
帯
は
、
地
下

鉄
浅
草
線
経
由
で
羽
田
空
港
と
成
田
空
港
を
直

結
す
る
ア
ク
セ
ス
特
急
だ
。
成
田
ス
カ
イ
ア
ク

セ
ス
内
で
は
東
松
戸
、
新
鎌
个
谷
、
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
、
印
旛
日
本
医
大
、
成
田

湯
川
、
空
港
第
２
ビ
ル
に
停
車
し
、
北
総
線
に

と
っ
て
も
新
し
い
速
達
列
車
と
な
っ
て
い
る
。

上
り
25
本
、
下
り
26
本
。
朝
の
ピ
ー
ク
時
は
20

分
間
隔
、
そ
の
他
の
時
間
帯
は
40
分
間
隔
と

な
っ
て
お
り
、
夜
間
に
つ
い
て
は
京
成
上
野
発

着
と
し
、
最
高
速
度
は
時
速
１
２
０
㎞
で
運
行

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
京
成
電

鉄
で
は
３
０
０
０
形
７
次
車
（
３
０
５
０
形
）

を
新
造
し
た
。
３
０
５
０
形
の
８
両
編
成
６
本

で
、
車
両
外
観
や
車
内
シ
ー
ト
に
空
を
連
想
さ

せ
る
ブ
ル
ー
を
使
い
、
飛
行
機
の
シ
ル
エ
ッ
ト

や
模
様
を
配
す
る
な
ど
空
港
ア
ク
セ
ス
に
ふ
さ

わ
し
い
車
両
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
空
港
ア

ク
セ
ス
を
担
っ
て
き
た
京
成

本
線
も
成
田
空
港
に
乗
り
入

れ
て
お
り
、
京
成
電
鉄
は
、

出
発
地
と
到
着
地
が
同
一
で

異
な
る
２
ル
ー
ト
を
持
つ
、

稀
有
な
鉄
道
事
業
者
と
な
っ

た
。
京
成
本
線
の
旧
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
用
車
両
の
Ａ
Ｅ

１
０
０
形
は
「
シ
テ
ィ
ラ
イ

ナ
ー
」
と
し
て
日
中
を
メ
イ

ン
に
運
行
し
、
停
車
駅
に
は

青
砥
が
加
え
ら
れ
、
空
港
ま

で
の
最
短
時
間
は
61
分
と

な
っ
た
。

最
後
に
料
金
体
系
だ
が
、

京
成
上
野
・
日
暮
里

－

空
港
第
２
ビ
ル
・
成
田

空
港
間
の
運
賃
は
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
が

１
２
０
０
円
。
有
料
特
急
の
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
に
は
ラ
イ
ナ
ー
料
金
と
し
て
１
２
０
０
円

が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。
京
成
本
線
は
運
賃
が

１
０
０
０
円
で
、
シ
テ
ィ
ラ
イ
ナ
ー
に
は

９
２
０
円
、
モ
ー
ニ
ン
グ
ラ
イ
ナ
ー
と
イ
ブ
ニ

ン
グ
ラ
イ
ナ
ー
に
は
４
０
０
円
の
ラ
イ
ナ
ー
料

金
が
加
算
さ
れ
る
。

利
用
者
は
、
所
要
時
間
と
料
金
で
、
ル
ー
ト

や
列
車
を
選
択
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。
と
は

い
え
、
空
港
ア
ク
セ
ス
の
主
力
は
、
や
は
り
新

型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
と
な
る
。

﹁
第
９
回
日
本
鉄
道
賞
﹂
を
受
賞

こ
の
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
開
業
に
よ
っ
て
、

京
成
電
鉄
は
、
初
の
「
日
本
鉄
道
賞
」
を
受
賞

し
た
。
こ
の
賞
は
今
回
で
９
回
目
と
な
る
鉄
道

事
業
者
・
関
係
者
に
と
っ
て
は
最
も
栄
え
あ
る

賞
だ
。
都
心
か
ら
成
田
空
港
を
身
近
に
し
た
こ

と
や
、
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
に
よ
る
最
高
時

速
１
６
０
㎞
運
転
の
実
施
、
着
工
か
ら
４
年
数

カ
月
と
い
う
短
期
間
で
の
開
業
、
さ
ら
に
大
幅

な
建
設
費
の
低
減
や
貴
重
な
鳥
類
の
保
護
な
ど

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
新
線

区
間
の
整
備
を
行
っ
た
成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ

ス
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
と

連
名
で
受
賞
し
た
。
ま
た
、
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
は
、
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
が
主
催

す
る
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
。
そ
の

他
に
も
、「
２
０
１
０
年
日
経
優
秀
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
賞 

優
秀
賞 

日
経
産
業
新
聞
賞
」
を
成
田

ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
受
賞
す
る
な
ど
、
受
賞

ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
開
業
と
新
型

ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
誕
生
が
、
い
か
に
社
会
的

に
貢
献
度
が
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
か

が
う
か
が
え
る
。

成
田
空
港
の
開
港
か
ら
33
年
。
東
京

－

成
田

空
港
間
を
30
分
で
結
ぶ
予
定
で
建
設
さ
れ
た
成

田
新
幹
線
が
構
想
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
42
年

前
の
こ
と
で
あ
る
。
開
港
以
前
か
ら
の
課
題

だ
っ
た
空
港
ア
ク
セ
ス
は
、
京
成
電
鉄
に
よ
り

飛
躍
的
な
進
化
を
遂
げ
た
。
成
田
ス
カ
イ
ア
ク

セ
ス
の
開
業
と
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
誕
生

で
ス
ピ
ー
ド
輸
送
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の

だ
。
空
港
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
鉄
道
の
役
割
は

さ
ら
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て

社
会
の
鉄
道
に
対
す
る
期
待
も
ま
た
、
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

３社連名で受賞した第９回「日本鉄道賞」

成田スカイアクセスの一般列車
アクセス特急



MINTETSU SPRING 2011 16

す
べ
て
に
理
想
を
満
た
す
車
両
の
開
発

　
成
田
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
構
想
の
Ｂ
案

ル
ー
ト
は
、
平
成
12
年
1
月
27
日
、
運
輸

政
策
審
議
会
第
18
号
答
申
に
お
い
て
平
成

27
年
ま
で
に
開
業
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
路
線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
整
備
水

準
と
し
て
は
、
所
要
時
間
30
分
台
が
目
標

と
し
て
示
さ
れ
た
。

京
成
電
鉄
は
そ
れ
を
受
け
、
日
暮
里

－

空
港

第
2
ビ
ル
駅
間
を
「
最
高
速
度
時
速
１
６
０

㎞
・
36
分
台
で
結
ぶ
」
目
標
を
立
て
た
。
そ
し

て
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
全
社
一
丸
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

京
成
電
鉄
が
第
一
に
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
が
「
最
高
時
速
１
６
０
㎞
走
行

の
実
現
」
だ
。
旧
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
最
高
時

速
１
１
０
㎞
だ
っ
た
た
め
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク

セ
ス
開
業
に
照
準
を
合
わ
せ
、
特
急
専
用
車
両

を
新
造
す
る
こ
と
が
決
定
す
る
。
初
代
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
の
Ａ
Ｅ
形
を
継
承
す
る
新
型
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
だ
。

車
両
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
平
成
16
年
。

鉄
道
本
部
車
両
部
の
松
尾
隆
計
画
課
長
は
、
当

時
を
こ
う
振
り
返
る
。

「
時
速
１
６
０
㎞
走
行
は
北
越
急
行
の
実
績
が

あ
っ
た
が
、
北
越
急
行
と
当
社
と
で
は
走
行
の

条
件
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
車
両
開
発
は
台

車
の
研
究
か
ら
始
ま
っ
た
」

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
都
心
側
始
発
駅
は

京
成
上
野
に
な
る
。

「
京
成
上
野
か
ら
京
成
高
砂
ま
で
は
昭
和
の
初

期
に
開
業
し
た
区
間
で
、
カ
ー
ブ
が
多
く
勾
配

も
き
つ
い
。
そ
れ
に
対
し
北
総
線
は
比
較
的
新

し
く
、
さ
ら
に
新
線
に
な
る
と
直
線
区
間
が
多

く
な
っ
て
高
速
運
転
も
容
易
に
な
る
。
区
間
に

よ
っ
て
異
な
る
路
線
特
性
の
す
べ
て
に
合
致
す

る
装
置
を
、
正
確
に
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
研
究
と
試
験
と
デ
ー
タ
収
集
を
繰
り
返
し
、

台
車
の
開
発
に
は
非
常
に
苦
労
し
た
」（
松
尾
課

長
）そ

の
結
果
、
開
発
さ
れ
た
の
が
、
在
来
区
間

に
お
け
る
曲
線
通
過
性
能
と
新
線
区
間
に
お
け

る
高
速
走
行
性
能
を
高
い
次
元
で
両
立
し
た
軽

量
ボ
ル
ス
タ
レ
ス
台
車
だ
。
高
速
特
性
を
高
め

る
た
め
、
両
先
頭
車
に
は
フ
ル
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
（
動
揺
防
止
制
御
装
置
）
を
搭

載
し
て
、
横
揺
れ
を
抑
制
す
る
。
さ
ら
に
、
一

般
的
鉄
道
車
両
に
お
い
て
通
常
は
付
随
車
に
し

か
つ
け
な
い
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
を
編
成
全
車

両
に
採
用
。
降
雨
な
ど
天
候
の
影
響
を
受
け
る

こ
と
な
く
安
定
し
た
ブ
レ
ー
キ
が
か
け
ら
れ
る

性
能
を
確
保
し
た
。

「
在
来
線
で
は
最
速
と
な
る
最
高
時
速
１
６
０

㎞
を
い
か
に
安
定
し
て
安
全
に
走
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
。
高
速
運
転
を
支
え
る
台
車
は
、

高
い
レ
ベ
ル
の
性
能
を
極
め
て
い
る
」（
松
尾
課

長
）安

定
・
安
全
な
時
速
１
６
０
㎞
走
行
の
実
現

「都心から成田空港へ３６分。ＪＡＰＡＮ　ＳＰＥＥＤ」
日本の空港アクセスを次のステップへと進ませた、成田スカイアクセス開業と新型スカイライナーの開発。
それは、車両や運転など現場を預かる各部署が、それぞれ専門の領域でプロジェクトに取り組み、
その力を結集させることで完成した、京成電鉄の一大プロジェクトだった。
時速１６０㎞走行、都心から３０分台。
大命題を結実させた各部署の取り組みを取材した。

資料提供◉京成電鉄株式会社／文◉茶木　環／撮影◉織本知之

変わる成田空港アクセス
［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］

特集

京成電鉄株式会社
鉄道本部 車両部 計画課長

松尾　隆
Takashi MATSUO
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と
と
も
に
、
快
適
性
・
先
進
性
に
も
こ
だ
わ
っ

た
。国

内
在
来
線
最
速
の
車
両
に
ふ
さ
わ
し
い
快

適
性
・
先
進
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

京
成
電
鉄
で
は
、
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
に
捉
わ
れ

な
い
こ
と
を
狙
い
に
、
内
装
・
外
観
の
デ
ザ
イ

ン
を
「
世
界
の
寛
斎
」
に
託
し
た
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
山
本
寛
斎
氏
で
あ
る
。

京
成
電
鉄
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
界

の
大
御
所
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
両
者
の

「
思
い
」
を
重
ね
合
わ
せ
、
一
つ
に
す
る
作
業
か

ら
始
ま
っ
た
。
18
年
に
山
本
寛
斎
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
の
起
用
を
決
定
し
て
以
来
、
両
者
で
の
打

ち
合
わ
せ
回
数
は
、
実
に
45
回
に
及
ん
だ
と
言

う
。「

顔
を
突
き
合
わ
せ
、
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
練
り
上
げ
て
い
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
が
＂
風
＂

と
＂
凛
＂。
外
観
は
速
さ
を
象
徴
す
る
＂
風
＂、

車
内
は
無
駄
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
し
、
本
質
的

な
も
の
だ
け
を
残
す
＂
凛
＂。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
沿
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
を
一
つ
一
つ
進
め
て
い
っ

た
」（
松
尾
課
長
）

先
頭
形
状
は
細
面
の
流
線
形
。
色
は
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
基
調
色

の
白
と
、＂
風
＂
を
表
し
＂
凛
＂
に
も
通
じ
る
日

本
の
伝
統
色
・
藍
色
を
選
ん
だ
。

出
入
口
の
幅
は
、
大
き
な
ト
ラ
ン
ク
を
持
っ

て
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う

に
、
旧
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
よ
り
も
20
㎝
広
く
、

１
ｍ
 幅
に
。
車
内
は
、
こ
れ
ま
で
の
2
倍
の
数

の
蛍
光
灯
を
用
い
、
明
る
い
空
間
と
す
る
一
方
、

高
い
ド
ー
ム
型
天
井
と
温
白
色
の
間
接
照
明
の

効
果
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
印
象
の
く
つ
ろ
ぎ

空
間
を
演
出
し
た
。

ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
の
座
席
は
、
厚
ぼ
っ
た
い

印
象
を
な
く
す
た
め
、
人
間
工
学
に
基
づ
く
設

計
と
営
業
用
鉄
道
車
両
と
し
て
は
初
の
素
材
バ

ネ
ッ
ク
ス
Ⓡ

の
採
用
で
、
ス
リ
ム
な
が
ら
快
適
な

座
り
心
地
を
実
現
し
た
。
シ
ー
ト
ピ
ッ
チ

１
０
５
㎝
、
座
面
幅
47
㎝
の
広
め
の
空
間
を
確

保
し
て
い
る
。

ま
た
、
荷
物
ス
ペ
ー
ス
も
、
大
型
荷
物
を
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
収
納
で
き
る
よ
う
に
、
旧
ス
カ

イ
ラ
イ
ナ
ー
の
お
よ
そ
２
倍
の
広
さ
に
し
た
。

荷
物
ス
ペ
ー
ス
は
客
室
か
ら
見
え
る
位
置
に
配

置
し
て
い
る
が
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ガ
ラ
ス
に

は
フ
ロ
ス
ト
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
お
客
さ
ま
の
く
つ
ろ
ぎ

感
、
両
方
を
満
た
す
た
め
」（
松
尾
課
長
）
の
工

夫
だ
。

乗
客
へ
の
案
内
に
つ
い
て
も
、
差
別
化
を

図
っ
た
。
客
室
前
後
の
仕
切
り
扉
上
部
に
は
、

鉄
道
車
両
と
し
て
は
最
大
級
の
26
イ
ン
チ
の
フ

ル
カ
ラ
ー
Ｌ
Ｃ
Ｄ
を
設
置
。
４
カ
国
語
（
日
本

語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
）
表
示
で
、
行

き
先
・
停
車
駅
・
運
行
情
報
・
現
在
地
な
ど
の

案
内
を
行
っ
て
い
る
。
一
部
区
間
で
は
、
運
転

室
の
カ
メ
ラ
に
よ
る
前
面
展
望
の
風
景
も
映
し

出
し
て
い
る
。
乗
客
は
、
車
窓
と
は
違
う
ア
ン

グ
ル
の
風
景
で
高
速
走
行
を
実
感
で
き
る
仕
掛

け
だ
。

さ
ら
に
、
車
内
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
チ
ャ
イ
ム
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ン
な
ど
は
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
バ

ン
ド
・
カ
シ
オ
ペ
ア
の
向
谷
実
氏
に
担
当
し
て

も
ら
っ
た
。
す
べ
て
向
谷
氏
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、

特
に
車
内
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
往
路
と
帰
路
が
異
な
る
ほ

ど
の
凝
り
よ
う
だ
。
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こ
う
し
て
、
機
能
的
で
あ
り
な
が
ら
も

シ
ン
プ
ル
で
美
し
い
明
快
な
デ
ザ
イ
ン
が

完
成
し
た
。
そ
の
車
両
性
能
、
快
適
な
居

住
性
能
を
満
た
す
車
内
空
間
―
―
新
型
ス

カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
は
、
つ
く
り
手
と
し
て
携

わ
っ
た
す
べ
て
の
関
係
者
の
「
志
」
を
一

つ
に
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
受
賞
な
ど
、

デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
そ
の
評
価
が
高
ま
り
続

け
て
い
る
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
開
発
に
つ

い
て
、
松
尾
課
長
は
「
国
内
在
来
線
２
例
目
の

高
速
車
両
の
開
発
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
幸
せ
だ
っ
た
。
社

内
外
の
皆
さ
ん
と
、
文
字
通
り
一
致
団
結
し
て

で
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
経
験
。
も
の
づ
く

り
冥
利
に
尽
き
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

高
速
運
転
を
支
え
る
安
全
策

高
速
運
転
を
行
う
運
転
士
の
負
担
軽
減
お
よ

び
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
防
止
を
目
的
と
し
た
運

転
設
備
の
搭
載
、
保
安
設
備
に
つ
い
て
も
万
全

の
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
。

鉄
道
本
部
運
輸
部
の
坂
齊
和
彦
運
転
課
長
は

「
高
速
走
行
が
運
転
士
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
絶
対
必
要
条
件

だ
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
に
は
、
時
速
50
㎞
以

上
の
速
度
で
定
速
走
行
で
き
る
定
速
制
御
機
能

を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
万
が
一
ハ
ン
ド
ル

か
ら
手
を
放
し
た
場
合
に
も
自
動
的
に
Ｎ
位

置
・
ブ
レ
ー
キ
段
に
戻
る
片
手
ワ
ン
ハ
ン
ド
ル

を
初
め
て
採
用
し
た
。

ま
た
、
北
総
線
と
の
重
複
区
間
は
、
北
総
鉄

道
司
令
の
範
囲
と
な
り
、
列
車
無
線
装
置
の
周

波
数
も
北
総
線
の
も
の
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

京
成
電
鉄
の
列
車
は
境
界
駅
で
周
波
数
を
切
り

替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
境
界
駅
を
通
過
す

る
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
に
は
、
列
車
無
線
自

動
切
替
装
置
を
採
用
、
走
行
中
の
運
転
士
の
作

業
軽
減
を
図
っ
た
。

「
指
令
関
係
に
つ
い
て
は
、
共
通
認
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
。
異
常
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
、

ど
ち
ら
か
一
社
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ダ
イ
ヤ
整
理
も
互
い
に
行
う
た
め
、
京

成
と
北
総
と
で
、
定
期
的
に
勉
強
会
を
行
っ
て

い
る
」（
坂
齊
課
長
）

新
た
な
信
号
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
て
い
る
。

京
成
電
鉄
の
信
号
シ
ス
テ
ム
は
地
上
信
号
式
だ

が
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
に
は
、
高
速
域
の

信
号
２
種
類
を
追
加
し
た
。
最
高
速
度
を
示
す

「
高
速
進
行
信
号
（
Ｇ
Ｇ
）」
と
時
速
１
０
５
㎞

制
限
の
「
抑
速
信
号
（
Ｙ
Ｇ
Ｆ
）」
だ
。
時
速

１
６
０
㎞
が
可
能
な
新
線
区
間
で
は
、
列
車
選

別
装
置
に
よ
り
、
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
み

に
Ｇ
Ｇ
信
号
を
現
示
さ
せ
る
。
同
一
線
区
で
Ｇ

Ｇ
と
Ｙ
Ｇ
Ｆ
の
両
方
を
導
入
し
た
の
は
成
田
ス

カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
初
め
て
で
、
こ
の
た
め
「
６

灯
６
現
示
式
信
号
機
」
が
日
本
で
初
め
て
登
場

京成電鉄株式会社
鉄道本部 運輸部 運転課長

坂齊和彦
Kazuhiko SAKASAI

6灯6現示式信号機の現示
停止信号

停止

注意信号

45km/h

減速信号

75km/h

進行信号

130km/h

高速進行信号

最高速度

抑速信号

105km/h

同
時
明
滅

1 2

3
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す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
信
号
を
導
入
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、「
信
号
装
置
を
用
い
て
視
認
性

の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
運
転
士
の
心
拍
数

や
眠
気
尺
度
を
測
定
す
る
な
ど
疲
労
度
の
調
査

を
行
い
、
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら

決
定
し
た
」（
坂
齊
課
長
）

自
動
列
車
停
止
装
置
は
、
デ
ジ
タ
ル
符
号
伝

送
を
使
っ
た
Ｃ

－

Ａ
Ｔ
Ｓ
を
採
用
し
た
。
き
め

細
か
い
速
度
段
の
設
定
や
、
曲
線
・
分
岐
な
ど

の
制
限
速
度
に
応
じ
た
制
御
が
可
能
に
な
り
、

停
止
信
号
内
へ
の
侵
入
を
防
止
す
る
絶
対
停
止

機
能
も
付
加
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
前
述
の
列
車

無
線
自
動
切
替
装
置
も
こ
の
Ｃ

－

Ａ
Ｔ
Ｓ
と
連

動
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
成
田
湯
川
駅
以
東
の
京
成
電
鉄
と

Ｊ
Ｒ
が
並
走
し
て
い
る
区
間
に
は
、
線
間
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
。
脱
線
等
に
よ

り
他
社
線
路
を
支
障
し
た
場
合
に
は
こ
れ
が
切

断
さ
れ
、
互
い
に
異
常
を
伝
え
る
限
界
支
障
報

知
装
置
を
設
置
し
た
。

「
異
な
る
事
業
者
間
で
の
安
全
確
保
は
難
し
い

が
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
で
き
る
」（
坂
齊
課
長
）

営
業
運
転
に
至
る
ま
で
に
は
、
何
回
も
の
試

運
転
を
重
ね
、
22
年
3
月
14
日
の
全
線
を
走
行

す
る
試
運
転
で
は
時
速
１
６
０
㎞
走
行
に
問
題

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ

ナ
ー
の
運
転
士
は
希
望
者
の
中
か
ら
選
抜
し
、

こ
の
試
運
転
の
後
か
ら
乗
務
員
習
熟
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。　
　

「
時
速
１
６
０
㎞
走
行
は
や
は
り
従
来
と
は
異

な
る
体
感
が
あ
る
。
信
号
機
や
停
止
目
標
な
ど

新
た
に
習
得
す
べ
き
も
の
も
多
く
、
か
な
り
の

修
練
が
必
要
」（
坂
齊
課
長
）
な
た
め
、
通
常
よ

り
念
入
り
に
訓
練
を
実
施
し
た
。
そ
の
訓
練
期

間
は
３
カ
月
半
に
及
び
、
訓
練
が
終
了
し
た
の

は
開
業
の
直
前
で
あ
っ
た
と
言
う
。

最
新
設
備
の
導
入
、
他
社
と
の
連
携
、
そ
し

て
運
転
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
軸
に
、
運
転

の
現
場
で
は
、
時
速
１
６
０
㎞
走
行
の
安
全
を

確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
重
視
し
た
軌
道

「
時
速
１
６
０
㎞
」
を
業
務
上
、
俯
瞰
的
な
視

野
で
捉
え
た
の
は
、
保
線
の
現
場
だ
っ
た
。
他

部
署
で
は
初
め
て
採
用
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
や
技

術
が
多
い
が
、
保
線
で
は
比
較
的
少
な
い
。
鉄

道
本
部
施
設
部
の
吉
野
泰
宏
保
線
課
長
は
、

「
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
実
績
が
あ
る
技
術
を
採
用

す
る
こ
と
に
特
化
し
た
」
と
言
う
。

「
時
速
１
６
０
㎞
走
行
は
、
新
幹
線
を
ス
ケ
ー

ル
ダ
ウ
ン
し
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
在
来
線

で
も
例
が
な
い
も
の
。
唯
一
の
事
例
の
北
越
急

行
は
単
線
で
、
複
線
の
路
線
に
つ
い
て
は
当
社

が
初
の
事
例
と
な
る
。
時
速
１
６
０
㎞
の
電
車

同
士
が
す
れ
違
う
の
は
ど
ん
な
感
覚
な
の
か
。

上
下
線
の
線
路
間
の
幅
は
ど
れ
ぐ
ら
い
確
保
す

れ
ば
い
い
の
か
。
何
も
か
も
が
未
知
の
領
域
で

＂
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
＂
と
い
う
の
が
当
初
の

正
直
な
感
想
だ
っ
た
」（
吉
野
課
長
）

つ
ま
り
「
未
知
の
世
界
の
構
築
」
だ
か

ら
こ
そ
、
あ
え
て
既
存
の
信
頼
の
お
け
る

技
術
を
採
用
し
、
安
全
を
強
化
し
た
と
言

え
る
。

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
施
設
工
事
は
、

大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
北
総

線
と
の
重
複
区
間
32
・
３
㎞
で
、
こ
の
区

間
は
時
速
１
３
０
㎞
走
行
の
た
め
の
軌
道

改
良
工
事
を
行
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
印

旛
日
本
医
大

－

成
田
空
港
間
で
、
時
速
１
６
０

㎞
走
行
に
対
応
す
る
施
設
を
整
備
し
た
。
う
ち
、

印
旛
日
本
医
大

－

成
田
市
土
屋
間
の
10
・
７
㎞

は
新
設
区
間
。
残
り
の
成
田
市
土
屋

－

成
田
空

港
間
8
・
４
㎞
は
、
こ
れ
ま
で
旧
成
田
新
幹
線

の
既
存
施
設
を
成
田
空
港
高
速
鉄
道
が
整
備
し
、

Ｊ
Ｒ
が
単
線
の
線
路
を
新
設
し
て
運
行
し
て
い

る
区
間
で
、
今
回
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
は

Ｊ
Ｒ
に
並
走
す
る
形
で
線
路
を
新
設
し
た
。

新
設
区
間
に
は
、
中
間
駅
と
し
て
成
田
湯
川

駅
を
開
設
し
て
い
る
。
２
面
４
線
構
造
で
、
主

本
線
が
ホ
ー
ム
の
な
い
通
過
線
と
な
っ
て
お
り
、

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
時
速
１
６
０
㎞
で
通

過
す
る
。
ま
た
、
成
田
湯
川
駅
を
境
に
こ
れ
よ

り
空
港
側
は
単
線
と
な
る
た
め
、
分
岐
側
で
も

時
速
１
６
０
㎞
走
行
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、

日
本
最
大
の
分
岐
器
で
あ
る
ノ
ー
ズ
可
動
38
番

分
岐
器
を
導
入
し
た
。
分
岐
角
度
1
・
３
度
、

全
長
約
１
３
５
ｍ
の
こ
の
巨
大
な
分
岐
器
は
、

上
越
新
幹
線
の
高
崎
駅
で
長
野
新
幹
線
を
分
岐

さ
せ
る
た
め
に
唯
一
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

「
Ｊ
Ｒ
に
事
情
を
説
明
し
て
見
学
さ
せ
て
も
ら

い
、
使
用
状
況
な
ど
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た
」（
吉
野
課
長
）
と
言
う
。
Ｊ
Ｒ
も
、
空
港
輸

送
を
担
う
競
合
相
手
で
は
あ
る
も
の
の
、
同
じ

京成電鉄株式会社
鉄道本部 施設部 保線課長

吉野泰宏
Yasuhiro YOSHINO

4

5

1空港利用者の大型荷物を収納する荷物スペース 2車内は端正できりっとした
雰囲気を醸しつつも温かいくつろぎ感に満ちている 3最高速度を示す高速進行
信号と新型スカイライナー 4客室前後のモニターは 26 インチの大型で見やす
い 5新型スカイライナー乗務員室の運転台。操作性と安全性が配慮されている



MINTETSU SPRING 2011 20

使
命
を
背
負
う
事
業
者
同
士
と
し
て
協
力
し
て

く
れ
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
軌
道
は
実
績
の
あ
る
弾
性
マ
ク
ラ
ギ

直
結
軌
道
を
採
用
。
騒
音
や
振
動
に
配
慮
で
き

る
と
と
も
に
保
守
管
理
の
手
間
が
軽
減
さ
れ
る

メ
リ
ッ
ト
に
着
目
し
た
。

「
保
線
の
現
場
で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要

な
課
題
と
な
る
。
安
全
な
走
行
を
い
か
に
維
持

す
る
か
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
容
易
に
し
て
、
維

持
管
理
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
」

（
吉
野
課
長
）

同
時
に
、
新
た
な
現
業
区
・
湯
川
施
設
区
を

組
織
し
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
万
全
の
体
制

を
敷
い
て
い
る
。

利
便
性
を
高
め
た
空
港
２
駅
の
改
良
工
事

成
田
空
港
駅
と
空
港
第
２
ビ
ル
駅
の
改
良
工

事
も
実
施
し
て
い
る
。
従
来
の
成
田
空
港
駅
は

１
面
２
線
、
平
成
４
年
に
開
業
し
た
空
港
第
２

ビ
ル
駅
は
上
下
列
車
共
有
の
単
線
１
面
だ
っ
た
。

そ
こ
に
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
加
わ
り
、

ピ
ー
ク
時
に
は
１
時
間
に
最
大
９
本
、
往
復
18

本
が
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
空
港
第

２
ビ
ル
駅
は
行
き
違
い
が
で
き
る
１
面
２
線
に
、

成
田
空
港
駅
は
ホ
ー
ム
も
増
設
し
て
２
面
３
線

に
改
良
し
た
。

ど
ち
ら
も
地
下
駅
の
た
め
、
工
事
は
難
問

だ
っ
た
。
1
線
増
設
す
る
に
は
新
た
な
ト
ン
ネ

ル
を
掘
削
し
て
今
あ
る
ト
ン
ネ
ル
に
つ
な
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
傍
ら
で
は
本
線
が
営
業
し
、

地
上
で
は
空
港
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
掘

削
作
業
は
昼
夜
３
交
代
の
24
時
間
体
制
で
進
め

ら
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
躯
体
が
で
き
、
線
路
を

敷
設
す
る
段
階
に
な
る
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

上
、
ト
ン
ネ
ル
は
埋
め
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

「
搬
入
口
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
資
材

は
、
車
両
基
地
で
工
事
車
両
に
積
ん
で
終
電
後

に
運
び
込
む
の
だ
が
、
物
に
よ
っ
て
は
業
務
用

通
路
を
使
っ
て
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
だ
り
、
か
な

り
苦
労
し
た
」（
吉
野
課
長
）

２
駅
の
ホ
ー
ム
は
、
も
と
も
と
旧
成
田
新
幹

線
用
に
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
既
存
ホ
ー
ム

は
在
来
線
と
比
較
し
て
か
な
り
長
い
。

そ
の
た
め
、
両
駅
で
は
、
京
成
上
野
寄
り
を

京
成
本
線
、
終
端
側
を
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス

が
使
用
し
て
い
る
。
成
田
空
港
駅
の
新
設
ホ
ー

ム
は
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
一
般
列
車
・
ア

ク
セ
ス
特
急
用
だ
。
前
後
の
ホ
ー
ム
の
境
は
柵

で
仕
切
ら
れ
、
乗
客
の
コ
ン
コ
ー
ス
へ
の
通
路

も
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
運
転
士
が
停
止

位
置
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
各
ル
ー
ト
の
停

止
目
標
を
設
置
、
列
車
の
入
線
時
に
は
点
灯
し

て
明
示
す
る
。
現
時
点
の
ダ
イ
ヤ
で
は
ス
カ
イ

ア
ク
セ
ス
と
本
線
の
列
車
が
縦
列
に
並
ぶ
こ
と

は
な
い
。

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
着
工
か
ら
完
成
ま

で
、
足
掛
け
わ
ず
か
４
年
。
短
期
間
で
の
完
成

は
、
日
本
鉄
道
賞
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
運
輸
・
保
線
・
電
気
・
建
設
な
ど
の
各
部
署

が
合
同
で
行
う
定
例
会
議
は
、
５
年
間
で

２
０
０
回
以
上
。
非
常
に
タ
イ
ト
な
工
期
だ
っ

た
が
、
な
ん
と
か
や
り
遂
げ
た
」
と
吉
野
課
長

は
振
り
返
る
。
ま
た
「
鉄
道
は
つ
く
っ
た
時
点

で
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
走
り
続
け
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
の
安
全
運
行

確
保
・
維
持
管
理
こ
そ
が
重
要
だ
」
と
意
気
込

み
を
力
強
く
語
っ
た
。

空港第2ビル駅

成田空港駅

JR線

成田空港→←成田湯川

←空港第2ビル

←

JR線

成田スカイアクセス
（一般車）

成田
スカイアクセス京成本線

成田
スカイアクセス京成本線

京成成田

2番線

1番線

3番線

2番線

5番線

4番線

1番線

1

2 3

1成田湯川駅から成田空港方は単線になっている。根古屋信号
場付近を走る新型スカイライナー 2分岐角度 1.3 度で時速 160
㎞走行を可能にする全長約 135 ｍのノーズ可動 38 番分岐器 3
成田空港駅 4・5 番線に新型スカイライナーが発着する
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変わる成田空港アクセス
［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］

特集

東
京
の
玄
関
と
な
る
日
暮
里
駅

平
成
13
年
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
「
首

都
圏
の
空
港
ア
ク
セ
ス
改
善
緊
急
対
策
」
で
は
、

Ｂ
案
ル
ー
ト
の
整
備
と
と
も
に
「
京
成
・
Ｊ
Ｒ

の
日
暮
里
駅
の
総
合
的
な
改
善
に
つ
い
て
早
急

に
具
体
化
を
進
め
る
」
と
し
て
い
た
。「
鉄
道
駅

総
合
改
善
事
業
」
と
し
て
着
手
し
た
日
暮
里
駅

の
大
規
模
な
改
良
工
事
は
22
年
３
月
に
竣
工
。

街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
個
性
的
な
駅
が
完

成
し
て
い
る
。

有
料
特
急
の
下
り
の
乗
車
比
率
は
、
日
暮
里

駅
が
６
割
を
占
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
と
直
結
で
乗

り
換
え
が
で
き
る
ほ
か
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の

日
暮
里
・
舎と

ね
り人

ラ
イ
ナ
ー
も
接
続
線
に
加
わ
っ

て
い
る
。
京
成
電
鉄
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
「
都

心
側
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
だ
。

そ
れ
に
対
し
、
以
前
の
日
暮
里
駅
は
、
幅
８

ｍ
 弱
の
ホ
ー
ム
１
本
の
み
で
営
業
し
て
お
り
、
乗

客
の
流
れ
が
錯
綜
し
て
い
た
。
通
勤
通
学
客
と

大
き
な
ト
ラ
ン
ク
を
抱
え
た
旅
行
客
が
ぶ
つ

か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
乗
降
数
が
多
い
駅
な
ら

で
は
の
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

日
暮
里
駅
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
検
討
を
始

め
た
と
き
、
最
初
に
ぶ
つ
か
っ
た
大
き
な
壁
が

立
地
の
問
題
だ
っ
た
。
京
成
電
鉄
の
日
暮

里
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
線
と
区
道
に
挟
ま
れ
た
場

所
に
位
置
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
の
拡
幅
は

難
し
い
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
案
が
、
駅
を

高
層
化
す
る
と
い
う
も
の
。「
駅
改
良
で
空

中
の
空
間
を
使
用
す
る
と
い
う
の
は
、
極

め
て
稀
な
ケ
ー
ス
」
と
、
鉄
道
本
部
建
設

部
の
飯
野
隆
太
郎
建
設
課
長
は
説
明
す
る
。

新
し
い
日
暮
里
駅
は
、
１
階
が
上
り
専

用
ホ
ー
ム
、
２
階
が
コ
ン
コ
ー
ス
、
３
階
が
下

り
専
用
ホ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
下
り
専

用
ホ
ー
ム
は
、
線
路
の
左
右
を
ホ
ー
ム
が
挟
み
、

進
行
左
側
は
一
般
列
車
用
、
右
側
は
新
型
ス
カ

イ
ラ
イ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
有
料
特
急
用
に

分
離
、
混
雑
と
錯
綜
を
解
消
し
た
。
さ
ら
に
コ

ン
コ
ー
ス
を
従
前
か
ら
大
幅
に
拡
張
し
、
Ｊ
Ｒ

線
と
の
連
絡
改
札
口
を
１
カ
所
に
集
約
、
Ｊ
Ｒ

側
の
連
絡
通
路
の
拡
幅
と
あ
い
ま
っ
て
、
ス

ム
ー
ズ
な
乗
り
換
え
を
実
現
し
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
進
め
た
。
コ
ン
コ
ー
ス
内

に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
10
基
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
５
基

を
設
置
し
、
旅
行
客
で
賑
わ
う
空
港
ア
ク
セ
ス
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
機
能
を
満
た
し
て
い
る
。

外
観
も
大
き
く
変
わ
り
目
を
引
く
。
白
の
外

壁
の
高
架
３
階
の
駅
舎
は
洗
練
さ
れ
た
印
象
で
、

屋
根
は
ド
ー
ム
型
の
膜
屋
根
。
下
り
ホ
ー
ム
に

は
日
中
、
明
る
い
光
が
降
り
注
ぐ
。

「
都
心
側
の
玄
関
と
し
て
、
個
性
的
な
設
計
に

し
た
。
旅
に
出
る
方
、
海
外
か
ら
日
本
に
来
ら

れ
た
方
の
ゲ
ー
ト
と
し
て
の
演
出
も
あ
る
」（
飯

野
課
長
）

鉄
道
駅
総
合
改
善
事
業
は
、
市
街
地
再
開
発

な
ど
整
備
都
市
側
の
事
業
と
一
体
的
に
駅
改
善

が
進
め
ら
れ
る
。
日
暮
里
駅
の
総
合
改
善
事
業

京成電鉄株式会社
鉄道本部 建設部 建設課長

飯野隆太郎
Ryutaro IINO

1ドーム型の膜屋根は光を透過し、3 階下り
専用ホームは明るい 2圧倒的な存在感を示す
日暮里駅。手前の茶色い屋根は JR の日暮里
駅 3改修時、営業しながらの工事で鉄骨建設
の中を列車が通過していた日暮里駅上野方

1

2

3

約 16.5m

京成
下り線

京成
上り線

JR
常磐上り線

下りホーム
（一般列車）

下りホーム
（スカイライナー専用）

下り
スカイライナー
改札口

JR連絡
改札口

上りホーム

約
23
.0
m

約
4.
5m

約
14
.0
m

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

区道

日暮里駅断面図（改良後の連絡改札付近）
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で
は
、
駅
周
辺
の
複
合
再
開
発
な
ど
が
周

辺
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
よ
り
、
日
暮
里
に
新
し
い
街
並
み

が
出
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
高
さ

23
ｍ
の
新
し
い
駅
舎
の
存
在
感
は
圧
倒
的

だ
。し

か
し
、
こ
の
日
暮
里
駅
の
改
良
工
事

に
も
「
利
用
客
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、

苦
労
が
あ
っ
た
」（
飯
野
課
長
）
と
言
う
。

１
面
２
線
の
用
地
幅
は
20
ｍ
弱
。
限
ら
れ
た

狭
い
用
地
の
中
で
、
駅
舎
を
つ
く
り
、
線
路
を

切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
３

階
ホ
ー
ム
に
入
線
す
る
下
り
線
に
は
、
勾
配
を

つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
工
事
期
間

中
も
駅
は
営
業
中
だ
。

「
電
車
が
走
ら
な
い
深
夜
の
時
間
帯
し
か
作
業

が
で
き
な
い
。
現
場
に
ク
レ
ー
ン
を
入
れ
て
作

業
し
て
は
撤
去
す
る
。
実
質
的
な
作
業
時
間
は

１
日
３
時
間
程
度
」（
飯
野
課
長
）

そ
れ
で
も
、
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
た
。
大

き
な
区
切
り
と
な
る
線
路
の
切
り
替
え
は
３
回
。

18
年
３
月
に
上
り
線
、
同
９
月
に
仮
下
り
線
、

21
年
10
月
に
下
り
線
を
行
っ
た
。

「
線
路
切
り
替
え
は
３
０
０
～
５
０
０
人
が
一

斉
に
作
業
を
し
て
進
め
る
の
で
、
誰
が
何
を
担

当
す
る
か
、
手
順
は
ど
う
す
る
の
か
、
事
前
の

準
備
が
モ
ノ
を
い
う
。
ど
ん
な
小
さ
な
切
り
替

え
も
３
カ
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
準
備
を
進
め
る
が
、

21
年
の
切
り
替
え
は
、
１
年
前
か
ら
準
備
を
始

め
た
。
当
日
は
ま
さ
に
秒
単
位
で
進
め
て
い
く
。

今
回
は
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

切
り
替
え
た
線
路
を
試
運
転
の
電
車
が
無
事
通

過
し
て
い
く
の
を
、
ひ
と
き
わ
熱
い
思
い
で
見

て
い
た
」（
飯
野
課
長
）

担
当
者
の
苦
労
は
、
工
事
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
駅
舎
は
従
来
の
駅
舎
を
供
用
し
な
が
ら

順
次
新
し
い
駅
舎
へ
の
切
り
替
え
を
行
っ
て
い

く
た
め
、
工
事
段
階
に
よ
っ
て
、
乗
客
の
動
線

を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
適
所
に

人
員
を
配
置
し
て
乗
客
を
誘
導
、
安
全
を
期
し

た
。
ま
た
、
日
暮
里
駅
や
線
路
周
辺
に
は
、
住

宅
や
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
多
い
た
め
、

夜
間
作
業
の
騒
音
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を

払
い
、
地
域
住
民
に
は
月
に
一
度
、
工
事
説
明

会
を
開
き
、
理
解
と
協
力
の
お
願
い
を
す
る
な

ど
努
力
を
重
ね
た
。

「
こ
う
し
た
建
設
工
事
は
時
間
が
か
か
る
の

で
、
住
民
の
方
々
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要

だ
。
今
回
は
夜
間
主
体
の
作
業
で
、
時
間
も
非

常
に
タ
イ
ト
だ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
努

力
と
協
力
に
よ
っ
て
、
実
現
で
き
た
と
自
負
し

て
い
る
」（
飯
野
課
長
）

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
開
業
に
向
け
、
京

成
高
砂
駅
の
駅
舎
も
改
良
し
て
い
る
。
成
田
ス

カ
イ
ア
ク
セ
ス
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
る
、
列
車

本
数
増
加
に
よ
る
踏
切
の
遮
断
時
間
増
加
を
防

止
す
る
た
め
、
ま
ず
金
町
線
の
線
路
と
ホ
ー
ム

を
京
成
本
線
の
上
空
に
建
設
。
続
い
て
、
本
線

と
共
有
し
て
い
た
金
町
線
ホ
ー
ム
を
分
離
し
、

京成電鉄株式会社
鉄道本部 運輸部 旅客サービス課長

多田和義
Kazuyoshi TADA

1誤乗を防止するためルート表示や注記などを表示 2成田スカイアク
セスはオレンジがテーマカラー 3京成上野駅前で。成田空港駅から到
着、地図を見る外国人観光客 4〝色〟の案内に従って進む。くっきり色
分けしてあり、分かりやすい 5大規模な改良工事で広くなった日暮里
駅の改札口。JR への乗り換えもスムーズ 6日暮里駅の新型スカイライ
ナー専用乗り場インフォメーション 7成田空港駅で案内係を務める西
田美千代さん 8発売カウンターなど窓口周りもイメージを一新
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変わる成田空港アクセス
［成田スカイアクセスと新型スカイライナー］

特集

金
町
線
を
単
線
高
架
化
し
た
。

「
建
設
部
門
は
鉄
道
会
社
に
と
っ
て
は
裏
方
の

よ
う
な
存
在
だ
が
、
新
線
開
業
に
際
し
て
、
自

分
が
わ
ず
か
な
が
ら
仕
事
が
で
き
た
の
は
非
常

に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
開
業
当
日
は
も
う

次
の
仕
事
に
か
か
っ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
離
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ

だ
っ
た
が
、
や
は
り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
様
子
を
見
て
ほ
っ
と
し
た
」

（
飯
野
課
長
）

一
目
で
分
か
る
２
ル
ー
ト
の
＂
色
分
け
＂

旅
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
全
般
を
担
当
す
る
サ
ー

ビ
ス
旅
客
課
も
開
業
準
備
に
追
わ
れ
た
。

発
着
地
が
同
一
の
２
ル
ー
ト
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
京
成
電
鉄
が
最
も
懸
念
し
た
の
は
、
運

賃
・
ラ
イ
ナ
ー
料
金
が
異
な
る
こ
と
、
そ
し
て

利
用
客
の
誤
乗
だ
。

「
発
着
地
が
同
じ
で
も
ル
ー
ト
で
運
賃
・
料
金

が
異
な
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
、
誤

乗
を
い
か
に
防
ぐ
か
が
課
題
だ
っ
た
」
と
、
鉄

道
本
部
運
輸
部
の
多
田
和
義
旅
客
サ
ー
ビ
ス
課

長
は
話
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
、
京
成

電
鉄
は
、
空
港
第
2
ビ
ル
駅
と
成
田
空
港
駅
の

コ
ン
コ
ー
ス
に
中
間
改
札
を
設
け
た
。
京
成
本

線
利
用
者
は
、
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
と
共
通

の
本
改
札
を
通
過
し
た
後
、
本
線
専
用
の
中
間

改
札
を
通
り
、
降
車
時
は
中
間
改
札
、
本
改
札

の
順
に
通
過
す
る
。
中
間
改
札
を
通
過
す
る
こ

と
で
本
線
利
用
を
確
認
す
る
仕
組
み
だ
。
成
田

ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
経
由
の
乗
車
券
で
中
間
改
札

を
通
過
し
よ
う
と
す
る
と
ゲ
ー
ト
が
開
か
ず
、

成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
の
利
用
を
促
す
。
旅
客

サ
ー
ビ
ス
課
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
、

２
年
を
費
や
し
た
と
い
う
。

次
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
明
快
か
つ

シ
ン
プ
ル
に
２
ル
ー
ト
が
識
別
で
き
る
、
そ
の

仕
掛
け
だ
。

「
一
目
で
分
か
る
の
は
、
色
。
成
田
ス
カ
イ
ア

ク
セ
ス
は
オ
レ
ン
ジ
、
京
成
本
線
が
青
。
案
内

表
示
に
関
す
る
も
の
は
徹
底
し
て
色
分
け
し
て

い
る
」（
多
田
課
長
）

運
賃
表
や
路
線
図
、
券
売
機
画
面
、
改
札
口

の
案
内
表
示
か
ら
発
車
標
、
ホ
ー
ム
床
面
の
ガ

イ
ド
シ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、
く
っ
き
り
色
分
け

し
て
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
。

「
空
港
２
駅
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
初
め
て
京

成
電
鉄
を
利
用
す
る
お
客
さ
ま
が
多
い
。＂
色
＂

な
ら
区
別
し
や
す
く
、
誤
乗
も
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。
外
国
人
観
光
客
に
も
＂
色
＂
で

な
ら
理
解
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
」（
多
田
課
長
）

さ
ら
に
、
誤
乗
防
止
策
と
し
て
、
駅
構
内
や

車
内
で
も
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
ル
ー
ト
説
明
を

行
っ
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
へ
の
案
内
を
拡
充

外
国
人
観
光
客
に
向
け
た
案
内
も
拡
充
し
て

い
る
。
京
成
線
全
駅
（
65
駅
・
北
総
線
と
の
重

複
区
間
を
除
く
）
を
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
、
日
本

語
の
駅
名
が
読
め
な
く
て
も
、
番
号
で
分
か
る

よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
空
港
２
駅
に
お
け
る
切
符
販
売
の
形

式
を
券
売
機
中
心
か
ら
有
人
対
応
中
心
に
し
、

発
券
カ
ウ
ン
タ
ー
を
拡
張
。
通
常
は
３
人
、
繁

忙
期
は
４
人
が
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
英
語
で
の
案

内
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
も
配
置
し
て
い
る
。
ま

た
、
運
賃
や
ル
ー
ト
等
は
、
日
本
語
の
ほ
か
英

語
・
中
国
語
・
韓
国
語
の
４
カ
国
語
表
記
と
し

た
。
混
雑
時
は
、
コ
ン
コ
ー
ス
や
発
券
カ
ウ
ン

タ
ー
前
に
も
案
内
係
を
配
置
し
て
い
る
。

運
輸
部
旅
客
サ
ー
ビ
ス
課
成
田
空
港
駅
の
駅

務
員
を
務
め
る
西
田
三
千
代
さ
ん
は
「
迷
っ
て
い

そ
う
な
お
客
さ
ま
を
見
か
け
た
ら
、
積
極
的
に

声
を
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
客

さ
ま
か
ら
も
訊
ね
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

掛
け
て
い
る
」
と
語
る
。
日
本
到
着
時
に
案
内

を
し
た
外
国
人
旅
行
客
が
、
帰
国
時
に
お
礼
を

言
い
に
き
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
乗

客
が
列
車
内
や
駅
に
忘
れ
物
を
し
た
と
い
う
届

け
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
全
力
で
捜
索
し
て

フ
ラ
イ
ト
ま
で
に
届
け
る
と
い
う
。
京
成
電
鉄

な
ら
で
は
の
手
間
を
惜
し
ま
な
い
サ
ー
ビ
ス
だ
。

外
国
人
観
光
客
に
新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の

認
知
・
利
用
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
各
種
施
策

も
進
め
て
い
る
。「
韓
国
の
旅
行
代
理
店
と
提

携
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
販
売
を
開
始
し
た
。
ま
た
、

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
停
車
す
る
４
駅
で
は
、

中
国
の
銀
聯
カ
ー
ド
が
昨
秋
よ
り
使
用
可
能
に

な
っ
た
。
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
」（
多
田
課
長
）

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日
本
政
府
観
光
局
）
の
海
外
営

業
所
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
も
ら
う
な
ど
、

地
道
な
Ｐ
Ｒ
活
動
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

新
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
が
外
国
人
観
光
客
に
支

持
さ
れ
る
の
も
、
そ
れ
ほ
ど
遠
い
日
で
は
な
い

は
ず
だ
。

◦

平
成
21
年
、
京
成
電
鉄
は
創
業
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
。
次
の
一
世
紀
の
第
一
歩
を
、
京
成

電
鉄
は
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
開
業
と
新
型
ス

カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
の
誕
生
と
と
も
に
し
る
し
た
こ

と
に
な
る
。

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
社
員
た
ち

は
、
力
を
駆
使
し
、
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続

け
、
高
速
鉄
道
空
港
ア
ク
セ
ス
の
成
功
に
た
ど

り
着
い
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
は

い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
「
鉄
道
事
業
者
と
し
て

の
使
命
と
責
任
」
を
強
く
抱
き
つ
つ
、「
こ
れ
か

ら
何
を
す
べ
き
か
」
と
も
う
先
を
見
て
走
り
出

し
て
い
る
。
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僕が 3年生のとき、第 1回の小学生新聞コンクールが開催されま
した。その時、僕が電車が大好きなのを知っていた担任の先生がす
すめてくださって、4年から毎年参加しています。
コンクールのテーマは「くらしと鉄道」ですが、今回、僕は、東
武鉄道が開通してから町がどんなふうに発展してきたのか、僕たち
のくらしがどう変わってきたのかを調べてみることにしました。東武
博物館で調べたり、東武の駅で駅員さんに取材したりして分かった
のは、東武の発展とともに町が発展していったということです。鉄
道が走っていたから、町が発展し、僕たちのくらしも便利になっていっ
たということがよく分かりました。東武と町の歴史を表現したかっ
たので、写真の代わりに、僕たちの町を走っていた東武の歴代の車
両の絵を描きました。
参加できる最後の年に、最優秀作品賞を受賞することができて、
とても嬉しく思っています。ありがとうございました。

最優秀作品賞

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
鉄
道
の
役
割
へ
の

理
解
を
深
め
、
鉄
道
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
―
―
そ
ん
な
願
い
か
ら
、
全
国
小
学
校

社
会
科
研
究
協
議
会
の
後
援
を
得
て
始
ま
っ
た

「『
私
と
み
ん
て
つ
』
小
学
生
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
授
業
や
夏
休
み
の
自
由
課
題

な
ど
で
活
用
す
る
学
校
が
増
え
て
い
る
が
、「
低
学

年
に
新
聞
づ
く
り
は
難
し
い
」
と
い
う
声
に
応
え
、

今
回
か
ら
1
・
２
年
生
を
対
象
に
「
絵
日
記
風
の

新
聞
」
の
受
付
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
個
人
賞
は

従
来
か
ら
新
聞
形
式
の
作
品
が
対
象
と
な
る
た
め
、

1
・
２
年
生
の
応
募
を
対
象
と
し
た
学
校
賞
〝
若

草
奨
励
賞
〞
も
新
設
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
第
4
回
目
を
数
え
た
昨
年
の
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国
か
ら
４
０
３
校
が
参

加
。
う
ち
新
聞
形
式
と
絵
日
記
風
の
混
合
応
募
は

26
校
、絵
日
記
風
の
み
の
応
募
は
23
校
に
上
っ
た
。

応
募
作
品
数
も
全
４
７
７
４
点
の
う
ち
絵
日
記
風

が
１
３
７
５
点
を
占
め
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
幅
広
い
学
年
の
力
作
が
集
ま
っ
た
。
応
募
者
も

年
々
地
域
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
今
回
は
46
都
道

府
県
か
ら
の
参
加
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
応
募
作
品
の
な
か
か
ら
、
昨
年
12
月
中

旬
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
加
盟
各
社
な
ら
び
に
全

国
小
学
校
社
会
科
研
究
協
議
会
の
審
査
委
員
に
よ

る
厳
正
な
審
査
を
経
て
、
個
人
賞
・
学
校
賞
が
選

ば
れ
た
。
個
人
賞
で
は
最
優
秀
作
品
賞
１
作
品
・

優
秀
作
品
賞
５
作
品
・
奨
励
賞
８
作
品
・
み
ん
て

つ
特
別
賞
２
作
品
・
佳
作
21
作
品
、
学
校
賞
で
は

最
優
秀
学
校
賞
1
校
・
優
秀
学
校
賞
５
校
・
奨
励

賞
７
校
・
若
草
奨
励
賞
５
校
を
決
定
。
佳
作
受
賞

者
を
除
く
受
賞
者
16
名
、
奨
励
賞
を
除
く
受
賞
校

6
校
が
出
席
し
て
、
１
月
８
日
（
土
）、
東
京
會
舘

東
商
ス
カ
イ
ル
ー
ム
に
て
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
た
。

日本民営鉄道協会　会長賞

「ＴＯＢＵ鉄道新聞 くらしと鉄道特別号」
栃木県／栃木市立大宮北小学校
山口静也

第4回

受賞者の皆さんと主催者・後援者の役員

主催者挨拶をする上條会長

表彰式風景

全国小学校社会科研究協議会の久保田会長

受賞者 16名・受賞校 6校が出席
最優秀作品賞 1点は駅ポスターに

「新聞づくり」を通じて、子どもたちに鉄道や民鉄に対して関心
と理解を深めてもらうことを目的に開催されている「『私とみん
てつ』小学生新聞コンクール」。第 4 回となった昨年は、全国
403 校から4774作品の応募があり、厳正な審査を経て選ばれ
た個人賞・学校賞の表彰式が 1月8日（土）に開催された。

私とみんてつ
小学生新聞コンクール表彰式を開催
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優秀作品賞

「
く
ら
し
と
鉄
道
」
に
つ
い
て
考
え
る

表
彰
式
で
は
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
の
上
條
清

文
会
長
（
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
会
長
）
が
主

催
者
挨
拶
に
立
ち
、
続
い
て
、
全
国
小
学
校
社
会

科
研
究
協
議
会
の
久
保
田
福
美
会
長
が
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
た
。

久
保
田
会
長
は
「
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
私
た
ち
の

く
ら
し
と
鉄
道
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
を
与

え
て
く
れ
た
。
自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
耳
で

聞
い
て
、
そ
し
て
自
分
自
身
で
考
え
、
人
に
伝
え

る
た
め
に
ま
と
め
て
い
く
。
こ
れ
は
新
聞
づ
く
り
だ

け
で
は
な
く
、
日
々
の
学
習
や
生
活
の
な
か
で
も

大
切
な
こ
と
。
み
な
さ
ん
の
作
品
は
ど
れ
も
、
自

分
の
目
と
耳
と
足
を
使
い
、
よ
く
考
え
て
自
分
の

思
い
を
表
現
し
た
す
ば
ら
し
い
作
品
」
と
、
子
ど

も
た
ち
の
作
品
を
高
く
評
価
し
た
。

最
優
秀
作
品
賞
は
ポ
ス
タ
ー
化
し
て
3
月
末
日

ま
で
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
加
盟
72
社
の
駅
に
掲

出
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
も
7
月
か
ら
「
第
5
回
『
私
と
み

ん
て
つ
』
小
学
生
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
す

る
予
定
だ
。
次
回
は
ど
ん
な
作
品
が
集
ま
る
か
、

関
係
者
は
い
ま
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

全国小学校社会科研究協議会 会長賞

日本民営鉄道協会 広報委員長賞

日本民営鉄道協会 会長賞

「民鉄わくわく作戦新聞」
長野県／上田市立川辺小学校　守屋深太

「京成電鉄のひみつ新聞」千葉県／成田高等学校付属小学校　原柊太朗

「メープル新聞」東京都／日野市立潤徳小学校　関　杏花
「ＳＬ新聞」
静岡県／
常葉学園大学教育学部附属橘小学校
山村健斗

「えちてつ新聞」
福井県／福井大学教育地域科学部附属小学校
水野清香

大井川鐵道にはＳＬが走って
います。僕はＳＬが大好きです。
大きな汽笛を響かせて、モクモク
と蒸気を出して、それはもうにぎ
やかで、一生懸命〝走っている〟っ
て感じがするんです。ほかの電車
はただ普通に走っているって感
じなんですけど、ＳＬからは〝頑
張るぞ〟っていう気持ちが伝わっ
てくる。そんなＳＬの魅力を伝
えたいと思いました。紙面全体
をＳＬの顔にして、そこに路線
図や写真を配置しました。ＳＬ
に乗ったことがない人は、とにか
く一度乗ってみてほしい。絶対、
感動するはずです。

上田電鉄の別所線は、地域の住民や観光
客の鉄道利用を増やしたいとさまざまな取
り組みをしています。僕の家族はみんなで
出かけるとき、電車を利用します。僕たち
が知っているその便利さを、ふだん利用し
ない人たちに伝えたいと思って、新聞をつ
くりました。新聞を見た人が「あぁ、そう
なんだ」と興味をもって読んでもらえるよ
うに、見出しや字の大きさ、組み方、色使
いなどに工夫を凝らしました。努力が評価
されて本当にうれしく思っています。家族
もとても喜んでくれました。

京王の高幡不動駅でポスターを見て、3
年生のときから参加しています。この新聞
コンクールに参加してから、いろいろなこ
とを知って、鉄道っていいなぁと思うよ
うになりました。一昨年の秋、父は仕事
中に倒れて、現在も通院リハビリ中です。
身体が不自由になってしまった父にやさ
しい電車だったらいいなと思って、今回は、
安全とバリアフリーについて調べて記事を
まとめました。これまでに佳作に入選した
ことはあるけど、優秀作品賞に選ばれたの
は初めて。父もとても喜んでくれました。

先生に、この新聞コンクールを教えて
もらって初めて応募しました。車より電
車の方が好きで、鉄道に興味があったの
で、京成電鉄のひみつを調べてみようと思
いました。調べてみると、使われなくなっ
た駅があったり、〝初めて〟がたくさんあっ
たり、新しい発見がたくさんありました。
文章にまとめたり絵を描いたりするのは大
変だったけど、楽しく仕上げることができ
ました。パンタグラフの形とか電車のいろ
いろなことに興味が湧いてきたので、次回
もぜひ参加したいと思っています。

子どもは、褒められること、評価される
ことが成長につながります。しかし、習字
や絵のコンクールでは、子どもたちの技術
レベルに差があるため、得意とする子と苦
手な子では取り組みの姿勢に差が出てし
まいます。みんなで取り組めるものはない
かと探して新聞づくりに行き当たり、授
業に活用しました。新聞づくりを通して、
子どもたちのまとめる力、調べる力は確
実に向上します。また、切符を買ったこ
とがない、電車に乗ったこともないという
子どもたちが増えるなか、地域の鉄道の
駅や電車を題材に新聞を作成することは、
地域を学ぶ絶好の機会となります。これ
からも続けていきたいと思います。

私はえちぜん鉄道に乗って通学して
います。家の最寄り駅の「越前開発駅」
を紹介する新聞をつくりました。イン
ターネットで調べるだけではなく、実
際に駅員さんに取材をして、島式ホー
ムや入鋏バサミの写真も撮らせてもら
いました。毎日、乗っているえちてつ
ですが、初めて知ったことがたくさん
ありました。楽しく読みやすい新聞に
しようと、時間をかけてつくったので、
賞をいただいてとてもうれしいです。福
井に観光に来た方にも、えちてつにた
くさん乗ってもらいたいと思います。

愛知県／扶桑町立柏森小学校

学校賞部門

最優秀作品賞・優秀作品賞・奨励賞・みんてつ特別賞を受賞した 16作品は、日本民営鉄道協会ホームページ内サイト
『みんてつキッズ』で紹介しています。http://kids.mintetsu.or.jp/

最優秀学校賞
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大
阪
、
難
波
か
ら
南
海
電
鉄
で
約
30
分
。
水
間

鉄
道
貝
塚
駅
は
南
海
電
鉄
貝
塚
駅
と
隣
接
し

て
建
っ
て
い
る
。

２
０
０
５
年
4
月
に
会
社
更
生
法
を
申
請
し
た
水

間
鉄
道
は
、
翌
06
年
6
月
に
は
手
続
き
を
終
結
。
わ

ず
か
1
年
2
カ
月
で
経
営
破
綻
か
ら
立
ち
直
る
と
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
や
水
ナ
ス
の
車
内
販
売
な
ど
で

話
題
を
つ
く
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
大
晦
日

の
終
夜
運
転
、
車
内
落
語
会
…
…
次
々
行
わ
れ
る
取

り
組
み
は
多
種
多
様
。
次
に
は
何
が
予
定
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

バ
ス
の
よ
う
な
電
車

水
間
寺
へ
の
参
詣
の
足
と
し
て
設
立
さ
れ
た
水
間

鉄
道
だ
が
、
幹
線
道
路
が
で
き
た
こ
と
か
ら
参
詣
客

の
利
用
は
減
少
。
現
在
で
は
地
元
に
密
着
し
た
生
活

路
線
に
な
っ
て
い
る
。
10
あ
る
駅
の
う
ち
8
つ
は
無

人
駅
だ
が
、
通
勤
通
学
時
の
混
雑
は
か
な
り
の
も
の

で
、
そ
の
と
き
だ
け
駅
員
さ
ん
が
配
置
さ
れ
る
駅
も

あ
る
ほ
ど
だ
と
か
。
貝
塚
駅
か
ら
南
海
電
鉄
に
乗
り

換
え
る
利
用
者
も
多
い
こ
と
か
ら
利
便
性
を
考
え
て

09
年
に
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
会
社
に
は
珍
し
い
女
性
社
長
、
関
西
佳
子
さ

ん
に
よ
れ
ば
「
こ
れ
だ
け
の
利
用
者
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
け
れ
ば
、
経
営
再
建
は
無
理
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
の
こ
と
。
貝
塚
駅
か
ら
電
車
に
乗
る
と
、
な

る
ほ
ど
乗
客
は
意
外
に
多
い
。
2
両
編
成
の
車
内
を

関
西
弁
が
軽
快
に
飛
び
交
う
。

貝
塚
駅
を
出
る
と
終
点
ま
で
無
人
駅
。
乗
り
降
り

は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
タ
ッ
チ
す
る
か
、
乗
車

時
に
整
理
券
を
取
っ
て
下
車
時
に
運
賃
を
支
払
う
方

法
で
行
う
が
、
全
て
の
無
人
駅
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

を
設
置
す
る
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
不
安
が
あ
る
し

お
金
も
か
か
る
。
そ
こ
で
設
置
場
所
は
バ
ス
の
よ
う

に
車
内
の
ド
ア
脇
。
整
理
券
の
出
て
く
る
ス
リ
ム
な

形
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
バ
ス
用
の
も
の
だ
。

乗
客
は
ほ
と
ん
ど
地
元
の
人
ら
し
く
、
迷
わ
ず

「
ピ
ッ
」
と
乗
り
降
り
し
て
い
く
。

多
彩
な
企
画
は
周
り
と
連
携

乗
り
込
ん
だ
車
両
の
外
装
は
、
青
い
ラ
イ
ン
に
椿

と
水
間
観
音
の
三
重
塔
を
あ
し
ら
っ
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
。
水
間
鉄
道
の
4
編
成
あ
る
車
両
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
四
季
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
色
の
ラ
イ
ン
と

マ
ー
ク
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
椿
に
三
重
塔
は
冬
の

マ
ー
ク
だ
。
こ
う
し
た
装
飾
は
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
も
含

め
て
社
内
で
手
づ
く
り
。「
お
金
が
な
い
の
で
、
で
き

る
こ
と
は
社
内
で
や
り
ま
す
」
と
関
西
社
長
は
カ
ラ

リ
と
笑
う
が
、
き
れ
い
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
処
理
さ
れ

た
仕
上
が
り
は
、
言
わ
れ
な
け
れ
ば
お
手
製
だ
と
は

気
が
つ
か
な
い
。

地
元
と
の
結
び
つ
き
も
強
く
、
聞
け
ば
駅
舎
の
塗

り
替
え
は
沿
線
の
児
童
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
新

年
の
振
る
舞
い
酒
も
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
か
。

春
か
ら
初
冬
に
か
け
て
販
売
し
て
い
る
「
水
ナ
ス
漬

け
」
は
地
元
の
名
産
だ
し
、
今
年
の
春
に
は
地
元
の

酒
蔵
、
井
坂
酒
造
場
と
共
同
で
造
っ
た
日
本
酒
も
売

り
出
す
と
い
う
。
お
酒
の
名
前
は
「
鉄
の
道
」。
地
方

の
鉄
道
と
そ
の
沿
線
の
酒
蔵
が
共
同
し
て
、
全
国
共

通
銘
柄
「
鉄
の
道
」
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
取
り
組

み
に
参
加
し
た
も
の
で
、
第
1
弾
は
千
葉
県
の
い
す

み
鉄
道
と
木
戸
泉
酒
造
。
水
間
鉄
道
と
井
坂
酒
造
場

水間鉄道貝塚駅は南海電
鉄貝塚駅と隣り合わせ

青いラインの車両には
冬のシンボルマーク

水間鉄道株式会社
連
　
載文・写真　松澤美穂

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
落
語
会
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
地
酒
の
発
売
⋮
。

わ
ず
か
５
・５
㎞
の
鉄
道
は

色
と
り
ど
り
の
企
画
で
一
杯
。

水間鉄道
【みずまてつどう】

大阪南部に位置する貝塚市内を走る 5.5
㎞の鉄道。2005 年に会社更生法を申請
するも、約 1 年で手続き終結。貝塚駅
で南海電鉄に乗り換えが可能な、周辺
住民の重要な生活路線。

南
海
本
線

石
才

清
児 名

越
森 三

ツ
松

三
ヶ
山
口

水
間
観
音

貝塚貝塚
近
義
の
里

近
義
の
里

貝
塚
市
役
所
前

貝
塚
市
役
所
前

阪
和
線

阪
和
線
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の
造
る
「
鉄
の
道
」
は
第
2
弾
に
な
る
。

「
た
く
さ
ん
の
『
鉄
の
道
』
が
で
き
れ
ば
話
題
に
な

る
し
面
白
い
。
他
の
地
方
鉄
道
会
社
に
も
声
を
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」。

ど
ん
な
お
酒
が
で
き
て
く
る
の
か
。

見
所
は
終
着
駅
の
さ
ら
に
奥

さ
て
沿
線
の
見
所
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
水
間
寺
。

そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
終
点
の
水
間
観
音
駅
へ
と
向
か

う
。
住
宅
地
を
す
り
抜
け
て
走
る
総
延
長
5
・
5
㎞
、

約
15
分
の
道
の
り
は
車
窓
を
眺
め
て
い
る
と
あ
っ
と

い
う
間
だ
。

水
間
観
音
駅
の
ク
ラ
シ
カ
ル
な
駅
舎
を
抜
け
て
、

門
構
え
も
重
々
し
い
古
風
な
お
屋
敷
の
立
ち
並
ぶ
小

道
を
行
く
と
水
間
寺
が
見
え
て
く
る
。
山
門
の
な
い

開
放
的
な
境
内
に
建
つ
本
堂
や
三
重
塔
は
大
き
く
、

の
び
や
か
。
三
重
塔
の
左
手
に
あ
る
愛
染
堂
に
は
縁

結
び
の
ご
利
益
が
あ
る
の
だ
と
か
。
お
堂
前
に
植
樹

さ
れ
た
赤
白
の
椿
は
、
成
長
す
れ
ば
1
本
の
夫
婦
椿

に
な
る
と
い
う
か
ら
不
思
議
だ
。

水
間
寺
の
背
後
に
は
泉
州
の
自
然
が
広
が
る
。
こ

れ
を
楽
し
む
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
が
お
薦
め
。
今
年
は

4
月
を
皮
切
り
に
、
水
間
鉄
道
を
含
む
大
阪
の
鉄
道

6
社
が
月
替
わ
り
で
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
す
る

共
同
企
画
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
水
間
鉄
道

の
開
催
は
9
月
。
和
泉
葛
城
山
麓
の
農
園
施
設
や
農

業
体
験
施
設
な
ど
に
立
ち
寄
れ
る
約
12
㎞
を
４
〜
５

時
間
で
歩
く
行
程
は
、
泉
州
の
自
然
を
満
喫
で
き
る

コ
ー
ス
だ
そ
う
だ
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
草
木
も
凍
え
る
季
節
。
数
時

間
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
辛
い
の
で
、
代
わ
り
に
水
間
寺

の
境
内
を
裏
手
に
抜
け
て
、
高
台
に
あ
る
水
間
公
園

へ
。手

入
れ
の
行
き
届
い
た
芝
生
を
ぐ
る
り
と
木
々
が

囲
む
。
見
れ
ば
、
ま
だ
硬
そ
う
な
花
芽
を
つ
け
た
桜

が
ず
ら
り
。
水
間
寺
の
周
辺
に
も
桜
は
多
く
、
春
に

な
っ
た
ら
一
面
の
花
霞
が
見
ら
れ
そ
う
。
公
園
の
一

角
に
あ
る
物
見
台
か
ら
は
桜
の
越
し
に
貝
塚
の
町
並

み
も
見
渡
せ
る
。
天
気
さ
え
良
け
れ
ば
大
阪
市
内
ま

で
見
え
る
と
い
う
し
、
き
っ
と
絶
好
の
お
花
見
ス

ポ
ッ
ト
だ
。

春
に
な
っ
た
ら

　
帰
り
は
沿
線
を
歩
い
て
貝
塚
方
面
へ
。
線
路
と
並

行
す
る
よ
う
に
走
る
道
を
歩
い
て
行
け
ば
、
立
ち
並

ぶ
家
々
の
隙
間
や
横
道
か
ら
線
路
が
見
え
隠
れ
し
な

が
ら
続
い
て
い
く
。
駅
と
駅
と
の
間
隔
も
狭
く
、
場

所
に
よ
っ
て
は
ホ
ー
ム
か
ら
次
の
駅
が
見
え
て
し
ま

う
ほ
ど
だ
か
ら
、
地
図
が
な
く
て
も
大
丈
夫
。

踏
み
切
り
の
真
ん
中
で
立
ち
止
ま
り
、
ま
っ
す
ぐ

伸
び
た
線
路
を
見
れ
ば
、
随
所
に
あ
る
踏
み
切
り
を

人
や
車
が
渡
っ
て
い
く
。
線
路
脇
で
電
車
を
待
て
ば
、

運
転
手
さ
ん
と
目
が
合
い
そ
う
。「
住
宅
地
で
す
か

ら
、
途
中
駅
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
見
所
が
…
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
面
白
い
。
遠
く

か
ら
「
カ
ー
ン
カ
ー
ン
」
と
響
い
て
く
る
踏
切
の
音

や
人
気
な
い
無
人
駅
に
も
風
情
が
あ
る
。

水
間
観
音
駅
か
ら
５
駅
、
名
越
駅
ま
で
歩
い
て
電

車
を
待
つ
と
、
晴
れ
て
い
る
の
に
突
然
、
小
雪
が

さ
っ
と
ち
ら
つ
く
。

日
本
酒
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
お
花
見
…
春
の
お
楽
し

み
ま
で
、
ま
だ
も
う
少
し
。

桜の向こうに貝塚の町が見えるまっすぐな線路はかなり先まで見通せる

水間観音駅の改札。ＩＣカードリーダーはやっぱりバス用水間観音駅の駅舎（右）は水間寺の三重塔（左）を模したデザイン
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石
川
県
金
沢
市
出
身
の
私
に
と
っ
て
、
電
車

と
い
え
ば
「
浅
電
」
だ
。

正
式
に
は
北
陸
鉄
道
浅
野
川
線
と
い
う
の
だ

が
、「
浅
電
」
の
方
が
馴
染
み
深
い
。
そ
し
て
、

私
く
ら
い
の
年
代
な
ら
、
そ
の
名
を
聞
く
と
必

ず
潮
の
匂
い
を
思
い
出
す
は
ず
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
浅
電
は
内
灘
海
岸
に
繋
が
っ
て

い
て
、
子
供
の
頃
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
海

水
浴
に
欠
か
せ
な
い
電
車
だ
っ
た
か
ら
だ
。

ま
だ
車
を
持
つ
家
は
少
な
く
、
多
く
の
家
族

連
れ
が
、
弁
当
や
水
筒
や
浮
き
輪
を
持
っ
て
浅

電
に
乗
り
、
内
灘
海
岸
の
海
水
浴
場
に
向
か
っ

た
。乗

車
時
間
は
三
十
分
も
か
か
ら
な
か
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。
内
灘
の
駅
は
海
の
す
ぐ
近
く

に
あ
り
、
波
の
音
も
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
。

早
く
泳
ぎ
た
く
て
、
駅
員
さ
ん
に
切
符
を
渡
す

の
も
も
ど
か
し
か
っ
た
も
の
だ
。

水
着
は
い
つ
も
家
か
ら
着
て
い
た
の
で
、
浜

茶
屋
に
着
く
と
、
そ
の
場
で
服
を
脱
い
で
し
ま

う
。
熱
く
焼
け
た
砂
浜
を
飛
び
跳
ね
な
が
ら
波

打
ち
際
ま
で
走
り
、
勢
い
を
つ
け
た
ま
ま
海
に

飛
び
込
み
、
後
は
も
う
た
だ
ひ
た
す
ら
遊
び
呆

け
た
。

昼
に
な
る
と
、
浜
茶
屋
に
呼
び
戻
さ
れ
る
。

荷
物
番
を
し
て
い
た
母
が
弁
当
を
広
げ
、
風
に

飛
ば
さ
れ
た
砂
で
少
し
じ
ゃ
り
じ
ゃ
り
す
る
お

に
ぎ
り
や
卵
焼
き
を
、
家
族
で
食
べ
た
。
ス
イ

カ
の
汁
や
種
を
花
柄
の
ビ
ニ
ー
ル
茣ご

ざ蓙
に
こ
ぼ

し
て
叱
ら
れ
た
の
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
食
べ

た
ら
、
ま
た
海
に
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
。

帰
り
の
電
車
は
、
い
つ
も
床
が
砂
だ
ら
け

だ
っ
た
。
電
車
の
振
動
が
心
地
よ
く
、
遊
び
疲

れ
て
ぐ
っ
た
り
し
た
身
体
を
母
や
父
に
預
け
て

眠
り
こ
け
た
。
波
の
気
配
が
身
体
に
残
っ
て
い

て
、
眠
っ
て
い
る
間
も
ず
っ
と
泳
い
で
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
終
点
の
金
沢
駅
に
着
い
て
も
、
眠

り
か
ら
醒
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
、
い
つ

も
父
に
背
負
わ
れ
て
家
ま
で
帰
っ
た
。

あ
の
頃
、
両
親
は
幾
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

四
十
代
後
半
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

も
う
両
親
は
い
な
い
が
、
金
沢
に
帰
省
し
て

「
浅
電
」
を
見
る
と
、
あ
の
頃
の
思
い
出
が
鮮

明
に
蘇
る
。

さ
て
、
も
う
ひ
と
つ
、
最
近
馴
染
み
に
な
っ

て
い
る
電
車
が
あ
る
。

「
し
な
の
鉄
道
」。

車
両
は
銀
色
に
近
い
グ
レ
ー
で
、
両
端
は

赤
、
裾
に
四
本
の
白
い
ラ
イ
ン
が
入
っ
た
三
両

編
成
の
電
車
だ
。
軽
井
沢
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
目
に
し
て
い
る
。

実
は
ま
だ
乗
っ
た
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
よ

く
夕
食
に
出
か
け
る
お
店
の
す
ぐ
前
に
線
路
が

あ
っ
て
、
食
事
を
し
な
が
ら
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓

か
ら
走
っ
て
い
る
電
車
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
。夕

時
な
の
で
、
多
く
は
家
路
に
向
か
う
乗
客

を
乗
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

仕
事
柄
、
日
中
ず
っ
と
家
に
い
る
私
に
と
っ

て
、
一
日
の
終
わ
り
が
実
感
で
き
な
い
日
も
あ

る
。
そ
ん
な
時
で
も
、
そ
の
店
か
ら
電
車
を
眺

め
て
い
る
と
、
乗
客
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
あ

あ
今
日
も
一
日
終
わ
っ
た
、
と
ホ
ッ
と
す
る
。

乗
ら
な
く
て
も
、
私
に
と
っ
て
も
家
路
に
向

か
う
大
切
な
電
車
な
の
で
あ
る
。

第
三
十
二
回

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

文・唯川　恵
Kei YUIKAWA
石川県金沢市生まれ。1984 年「海色の午
後」でコバルト・ノベル大賞を受賞し、
作家デビュー。2002 年『肩ごしの恋人』
で直木賞、2008 年『愛に似たもの』で柴
田練三郎賞を受賞。『とける、とろける』

『とけるセシルのもくろみ』『雨心中』な
ど著書多数。近著に『ティティスの逆
鱗』がある。

イラスト・岡林玲生

昔
も
、
今
も
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フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
名
作
「
道
」
で
は
な
く
、
ユ
ル
マ
ズ
・
ギ
ュ
ネ
イ
監

督
の
ト
ル
コ
映
画
の
「
路
」
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
一
九
八
二
年
の
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
骨
太
の
傑
作
で
あ
る
。
ユ
ル
マ
ズ
・
ギ
ュ
ネ
イ
は
、
七
〇
年
代

末
か
ら
八
〇
年
代
始
め
に
か
け
て
軍
政
を
ひ
く
ト
ル
コ
に
お
け
る
強
固
な
反
体
制
自
由

主
義
者
で
あ
り
、
た
び
た
び
投
獄
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
作
品
と
共
に
彼
の
代
表
作
で
あ

る
「
群
れ
」(
一
九
七
八
年
製
作
）
は
、
獄
中
か
ら
指
導
し
、
演
出
を
行
っ
て
い
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
映
画
も
脚
本
は
自
ら
執
筆
し
て
い
る
が
、
獄
中
か
ら
の
指

示
に
よ
り
、
他
の
監
督
が
撮
影
を
代
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
ギ
ュ
ネ
イ
は
、

一
九
八
四
年
、
四
十
七
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

物
語
は
、
約
一
週
間
の
仮
出
獄
が
認
め
ら
れ
た
囚
人
が
そ
れ
ぞ
れ
家
族
や
故
郷
を
目

指
す
中
、
そ
の
中
の
五
人
の
男
た
ち
の
仮
出
獄
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。
封
建
的
な
家
父
長
制
等
に
よ
る
古
い
秩
序
と
厳
し
い
軍
事
統
制
の
中
で
苦
し
む
民

衆
の
姿
が
五
つ
の
挿
話
と
い
う
形
で
重
厚
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
イ
ラ
ン
の
場
合
も
そ

う
で
あ
る
が
、
中
東
の
反
体
制
映
画
作
家
の
質
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
五
つ
の
挿
話

の
中
で
三
つ
の
出
来
栄
え
は
、
出
色
で
あ
る
。
一
人
の
囚
人
の
場
合
は
、
裏
切
り
者
と

し
て
自
分
を
狙
う
義
理
の
兄
の
家
族
の
と
こ
ろ
に
、
自
分
の
妻
子
を
引
き
取
る

た
め
に
、
一
方
そ
の
友
人
は
、
入
獄
中
に
不
貞
を
は
た
ら
き
、
妻
側
の
実
家
に

監
禁
中
の
妻
を
殺
す
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
妻
の
実
家
に
向
か
っ
て
、
船
、
バ

ス
、
鉄
道
を
乗
り
継
い
で
旅
を
す
る
の
で
あ
る
。
三
つ
目
の
挿
話
に
現
れ
る
男

は
、
シ
リ
ア
国
境
近
く
の
少
数
民
族
の
出
身
で
あ
り
、
自
由
を
夢
見
て
故
郷
に

戻
る
が
、
軍
に
よ
る
厳
し
い
弾
圧
を
目
の
当
た
り
に
し
、
反
政
府
闘
争
に
参
加

す
る
。
他
の
二
つ
の
挿
話
も
、
旅
の
途
中
で
軍
に
拘
禁
さ
れ
た
り
、
男
女
交
際

に
対
す
る
厳
し
い
慣
習
に
厳
し
い
自
暴
自
棄
的
に
反
抗
し
た
り
す
る
暗
い
内
容

の
も
の
で
あ
り
、
民
衆
に
と
っ
て
出
口
の
な
い
よ
う
な
当
時
の
ト
ル
コ
の
社
会

情
勢
が
良
く
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

公
開
当
時
最
も
印
象
的
な
シ
ー
ン
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
不
貞
を
働

い
た
妻
を
凍
死
さ
せ
る
た
め
、
雪
原
を
男
と
そ
の
息
子
が
軽
装
の
妻
を
連
れ
て

歩
く
場
面
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
が
、
非
人
間
的
な
秩
序
を
表
象
す
る
よ
う
な

厳
し
い
自
然
を
背
景
に
、
妻
に
対
す
る
愛
情
と
憎
し
み
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
て

い
る
男
の
心
情
を
現
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
映
画
の
一
つ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
で
あ
り
、
大
変
良
く
出
来
た
シ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ

に
加
え
て
、
今
で
こ
そ
中
東
随
一
の
新
興
国
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
正

真
正
銘
の
開
発
途
上
国
で
あ
っ
た
ト
ル
コ
の
雑
然
と
し
、
生
活
感
溢あ
ふ

れ
る
鉄
道

を
舞
台
に
し
た
数
々
の
シ
ー
ン
も
負
け
ず
劣
ら
ず
強
い
印
象
を
与
え
て
い
る
。

特
に
仮
出
獄
中
の
旅
で
深
刻
な
問
題
を
抱
え
る
囚
人
の
不
安
感
は
、
観
客
に
ヒ

シ
ヒ
シ
と
伝
わ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
家
族
を
連
れ
て
の
逃
走
中
に
古
い
道
徳

観
の
固
ま
り
の
よ
う
な
乗
客
に
苛さ

い
な
ま
れ
る
場
面
は
、
ト
ル
コ
の
当
時
の
世
相
を

リ
ア
ル
に
現
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
シ
ー
ン
は
、雪
原
の
シ
ー
ン
と
同
様
に
映
画

の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。筆
者
に
は
鉄
道
を
主
要
な
背
景
に
使
っ

た
こ
と
が
こ
の
映
画
を
成
功
さ
せ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
路
」
は
、
脚
本
、
演
出
、
演
技
、
撮
影
共
に
優
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

当
時
の
ト
ル
コ
の
社
会
を
見
事
に
表
現
し
た
作
品
で
あ
り
、
見
応
え
の
あ
る
映

画
で
あ
る
。
従
っ
て
、
欠
点
と
い
う
ほ
ど
の
欠
点
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
あ
え

て
言
え
ば
、
一
週
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
内
に
同
時
展
開
し
た
五
つ
の
挿
話

で
あ
る
た
め
、
一
つ
の
挿
話
の
展
開
中
に
他
の
挿
話
が
次
々
と
導
入
さ
れ
る
の

で
、
若
干
物
語
の
展
開
が
分
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
日

本
で
は
ま
だ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
発
売
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
何
ら
か
の
機
会
が
あ
れ

ば
、
是
非
お
見
逃
し
な
い
よ
う
に
と
お
勧
め
す
る
。

文・羽生次郎
text by  Jiro HANYU
1946 年東京生まれ、69 年東大経済卒、
同年運輸省入省、人事課長、運輸審議
官等を経て、2002 年 8 月国土交通審
議官を退官。現在は財団法人運輸政策
研究機構・会長を務める。フィルム ･
コミッション（FC）への取り組みなど、
映画へ深い情熱を注ぐ。「路」

仮出所を許されて故郷へ向かう5人の囚人。
トルコ各地を舞台に男たちのドラマが始まる。

32鉄道と映画

YOL
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明
治
四
十
四
年
六
月
五
日
に
創
業
の
九

州
電
気
軌
道
（
略
称
、
九
軌
電
車
）
は
、

後
の
西
日
本
鉄
道
北
九
州
線
、
一
部
（
黒

崎
駅
前

－

熊
西
間
）
は
筑
豊
電
気
鉄
道
に

引
き
継
い
だ
民
鉄
で
あ
る
。

北
九
州
旧
五
市
一
町
の
門
司
、
小
倉
、

戸
畑
、
若
松
、
八
幡
、
折
尾
町
、
現
在
の

百
万
都
市
北
九
州
市
を
結
ぶ
九
軌
電
車
の

沿
線
を
海
側
の
視
点
か
ら
細
密
に
描
写
し

て
い
て
、「
鉄
都
」
八
幡
の
官
営
製
鉄
所

（
後
の
新
日
鉄
。
跡
地
は
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル

ド
や
博
物
館
に
）
を
中
心
と
し
た
、
戦
前

の
日
本
の
工
業
力
の
一
翼
を
担
っ
た
北
九

州
工
業
地
帯
の
全
貌
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

交
通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
た
対
岸
の

山
口
県
下
関
港
や
関
門
海
峡
、
門
司
港
、

筑
豊
炭
田
の
積
出
港
の
あ
っ
た
洞ど

う
か
い
わ
ん

海
湾
に

は
、
多
数
の
大
型
商
船
、
貨
物
船
、
漁

船
、
帆
船
な
ど
が
浮
か
び
賑
や
か
だ
。

こ
の
沿
線
鳥
瞰
図
が
刊
行
さ
れ
た
翌
年

の
昭
和
七
年
に
は
、
沿
線
に
小
倉
到い

と
う
づ津

遊

園
が
開
園
。
昭
和
十
三
年
に
初
三
郎
画
の

全
景
鳥
瞰
図
絵
葉
書
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

九
軌
電
車

九
軌
沿
線
御
案
内
北
九
州
図
絵

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会会員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第�回
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九
州
電
気
軌
道
は
、
昭
和
十
七
年
九

月
、
福
岡
県
内
中
部
の
九
州
鉄
道
、
博
多

湾
鉄
道
汽
船
、
福
博
電
車
、
筑
前
参
宮
鉄

道
の
四
社
を
吸
収
合
併
。
合
併
成
立
直
後

に
、
西
日
本
鉄
道
（
西
鉄
）
に
改
称
し
て

い
る
。
旧
九
軌
電
車
の
路
線
は
、
西
鉄
北

九
州
線
と
し
て
営
業
し
て
い
た
が
、
平
成

十
二
年
に
廃
線
に
な
っ
た
。

図
絵
中
に
、
あ
え
て
下
関
を
描
出
し
た

理
由
を
、
初
三
郎
自
身
の
「
絵
に
添
へ
て

一
筆
」
に
拾
っ
て
み
る
と
「
下
関
は
や
ゝ

趣
を
異
に
し
て
、
対
岸
山
口
県
に
其
の
籍

を
お
い
て
は
い
る
が
、
門
司
と
の
距
離
は

最
短
部
実
に
五
町
に
す
ぎ
ず
、
且
つ
其
の

鉄
道
は
門
司
鉄
道
局
に
、
要
塞
司
令
部
は

第
十
二
師
団
に
、
徴
兵
区
域
は
小
倉
連
隊

に
属
せ
る
よ
り
徴
し
て
、
ど
う
し
て
も
此

の
連
隊
区
間
に
挿
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
都

市
で
あ
り
、
内
閣
が
計
画
せ
る
都
市
計
画

も
亦ま

た

、
此
の
六
大
市
を
打
っ
て
一
丸
と

し
、
以も

っ

て
北
九
州
の
一
大
都
市
を
現
出
せ

し
む
る
に
あ
る
と
い
ふ
。
…
然さ

れ
ば
、
我

が
九
軌
電
車
は
、
此
の
六
大
都
市
を
結
ぶ

大
切
な
る
輸
血
管
で
あ
り
、
同
時
に
是こ

れ

等ら

の
労
働
都
市
を
鞭べ

ん
た
つ撻
し
促
進
し
発
展
せ
し

め
る
シ
ン
フ
ァ
サ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る
」
と

結
ぶ
。

な
お
、
初
三
郎
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
だ
っ

た
金
子
常
光
は
、「
九
軌
電
車
御
案
内
」

（
大
正
十
三
年
）
の
陸
側
視
点
の
沿
線
鳥

瞰
図
を
逸い

ち
は
や早
く
残
し
て
い
る
。

『九軌電車［九軌沿線御案内北九州図絵］』
（昭和 6（1931）年初夏）
九州電気軌道株式会社発行
日本ライン蘇江の観光社　印刷

福岡県を基盤に、国内有数の車両保有台数を誇る自
動車部門と、天神大牟田線・貝塚線の２線を有する
鉄道部門で、１日に約101.7万人を輸送している。

「西鉄」の名で親しまれる、82 社１学校法人からな
る「にしてつグループ」の中心。国際物流事業・都
市開発事業・住宅事業などの兼業部門も順調な発展
を続けている。「『出逢いをつくり、期待をはこぶ』
事業を通して、“あんしん”と“かいてき”と“とき
めき”を提供しつづけ、地域とともに歩み、ともに
発展します」を、グループ基本理念に掲げている。

西
日
本
鉄
道
株
式
会
社

N
ishi-N

ippon R
ailroad C

o.,Ltd.

設
立
：
明
治
41
（
１
９
０
８
）
年
12
月
17
日

創
立
記
念
日
：
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
９
月
22
日

本
社
：
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
11
番
17
号

西日本鉄道株式会社
路線図

天神大牟田線

貝塚線

甘木線

太宰府線

大牟田

新栄町

西鉄柳川

薬院

宮の陣宮の陣

西
鉄
二
日
市

西
鉄
二
日
市

甘木

太宰府

大
善
寺 花

畑

西
鉄
久
留
米

西鉄福岡
（天神）

貝塚

博多

西鉄新宮

100余年の歴史、地域とともに。
平成 19（2007）年ローレル賞を受賞した 3000 形
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